
復帰方式は下記による

その他M-J 水ろ過装置（プール用（珪藻土式又は砂式））

グリスフィルター

厨房機器M-I 厨房機器類

計装、制御機器並びに盤（空気圧式）

計装、制御機器並びに盤（電気式、電子式）
に計測機器類

計装制御並びM-H

送風機（遠心式、軸流式、斜流式）

ダンパー

吹出口、吸込口

定・変風量ユニット

全熱交換器（回転型）

エアフィルター

電気集じん機（ろ材併用）

ファンコイルユニット

ユニット形空気調和機

パッケージ形空気調和機

送風機類

並びに

空調機M-G

冷却塔

鋼製温水ボイラー（貫流ボイラーは除く）

真空式温水機（鋼製、鋳鉄製）

熱交換機（円筒多管式）

遠心冷凍機

チリングユニット（往復動式、スクリュー式、スクロール式）

スクリュー冷凍機

吸収冷凍機

ガス直だき吸収冷温水器（小型ユニット形含む）

鋳鉄製ボイラー

鋼製品ボイラー（煙管式）熱源機器M-F

衛生器具衛生器具M-E

圧力容器

ステンレス鋼製パネルタンク

ＦＲＰ製パネルタンク

ＦＲＰ製一体形タンク

鋼製槽類

圧力容器

槽並びにM-D

消火用ポンプ

真空給水ポンプ

汚水・汚物・排水用水中モーターポンプ

横型渦巻きポンプポンプ類M-C

泡消火設備

スプリンクラー設備

不活性ガス系消火設備

消火ホース

消火栓及び器具類

用されるもの

特定設備（消防設備配管、空調冷温水・冷却水配管等）で使弁及び

継手類

消火装置M-B

M-A

品 名分 類番号

工事用対象機器材一覧表（機械設備工事）別表

 生産、販売実績

No.

１

２

書 類 名

製
造
者
の
概
要

 アフターサービス

 体制

納品（工事）場所がアフターサービス地区に含まれている事が確認できる資料

（汎用品は製品カタログも可能）

設計書に定める品質及び性能が数値等で明記されている資料

備 考

申請品の生産販売・納入実績（民間・他官公庁）が、別表に示す主要機器材は５年以

上、その他機器材は３年以上の期間が確認できる資料

 事業所、営業所等住所

機器仕様書

機械設備工事特記仕様書（学校）
１．標準仕様

２．特記仕様

　（１）図面に記載された機器材の品名・品番等については、品質・形状の程度を示すものであり、使用にあたっては、建

　（２）特記事項は、●印がついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を適用する。

　（３）工事種目に電気工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

　　　　築機械設備工事の使用機器材の選定について（①1.4.2）の項に基づくものとする。

　特記仕様書及び図面に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備

　（４）各項目の（①1.1.2）は、標準仕様書第1編、第1章、第1節、2項、（改①1.1.2）は、改修工事標準仕様書第1編、

「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

特 記 事 項項 目

工事上の注意事項

　　と充分に打合せを行なう。

２）既設建物及び設備等に損傷を与えないよう注意し、万一損傷した場合は、速やか

　　に原形復旧を行なう。

監督職員

（①1.1.2）

３）撤去工事、内部分岐工事、内部閉栓工事については、事前に充分な調査の上行な

　　う。

１）本工事の施工に当たっては、学校の授業及び諸行事に支障なきよう、施設管理者

工事実績情報の登録　　　

(①１.１.４）　　　　　　

(１)工事受注時　　　

(２)登録内容の変更時

(３)工事完成時　　　

契約締結後　　　１０日以内

変更契約締結後　１０日以内

工事完成後　　　１０日以内

書類の書式等

（①1.1.5）

契約金額(変更含む)が５００万円(税込み)以上の工事について、(財)日本建築情報総

上記期間には、土曜日、日曜日、祝日は含まない。変更時と工事完成時の間が、１０

日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

備考

：申請品の生産販売・納入実績（民間・他官公庁）が5年ある

：申請品の生産販売・納入実績（民間・他官公庁）が3年ある

・同種類機器類については、原則としてメーカーを統一する

・その他機器

・主要機器

建物の管理

工事請負契約書に規定する監督職員及び本市より工事監理委託を受けた者とする。

項 目 特 記 事 項

（①1.7.3）

特 記 事 項項 目

（②2.9.1～5）

耐圧試験は次の圧力値により行ない、試験結果報告書を監督職員に提出すること。

配 管 種 別 試験圧力

水圧試験

試験方法 保持時間

１分以上

６０分以上水圧試験

1.75 MPa

0.75 MPa

0.75 MPa

1.00 MPa 水圧試験

水圧試験 ６０分以上

６０分以上

６０分以上

窒素ガスによる

0.75 MPa 水圧試験

☆２
気密試験

24時間以上

６０分以上水圧試験1.2 MPa

     MPa 水圧試験 ６０分以上

水圧試験

水圧試験

６０分以上

１０分以上

☆３

☆４

     MPa

     MPa

     MPa

     MPa

☆１　給水配管（ポンプ加圧部）で、ポンプ揚程の2倍の圧力が1MPaを超える場合は、

　　　その圧力とする。

☆２　１日の法定冷凍能力が５トン未満の場合、当該機器メーカー標準圧力とする。

　　　気密試験後は、機器製造者の基準による全系統の高真空蒸発脱水処理を行なう

　　　ものとし、最小保持時間は２時間とする。

　　　１日の法定冷凍能力が５トン以上の場合は標準仕様書による。

　　　場所（室名等）、封入ガスの種類、基準及び試験圧力、保持時間を記載する。

　　　試験結果報告書には、試験の日付及び開始終了時刻、気温、試験方法、管種、

☆３　1.75MPaを1分間加圧後1.0MPaに減圧する。60分後0.7MPa以上とする。規定圧

　　　力以下の場合はその圧力を下げないで再加圧し、60分後0.8MPa以上とする。

☆４　0.75MPaを3分間加圧し、10分後0.6MPa以上とする。

保温及び塗装

（②3.1.1～6）

（②3.2.1～2）

１）標準仕様書において、ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレ

ンフォーム保温材が併記されている箇所は、どれを使用してもよい。ただし、給水管

で、屋外露出及び浴室、厨房などの多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材とする。

２）1階床下ピット内は、すべて保温不要とする。

３）PS内の汚水・雑排水管は保温・塗装共不要（クーラードレン管を除く）。また、

PS内の給水ビニル管も保温・塗装共不要とする（天井部横引管を除く）。

４）ポンプ室内は、すべて保温不要とし塗装仕上げとする。なおビニル管及び外面に

　樹脂被覆を施した管は塗装不要とする。

５）スラブ上転がしの排水管は保温不要とする。（クーラードレンは除く）

６）スラブ下配管ピット内は、すべて保温・塗装共不要とする。

７）仮設保温工事の仕様はポリエチレンパイプカバーとする。（厚み10mm）

８）開放廊下は屋内露出の項に順ずる。

９）消火管の屋外露出配管の保温は給水管の項に順ずる。

１０）屋外タンクのドレン管から排水弁までは保温を施すこと。

【参考】給排水衛生設備工事の保温施工種別は、特記仕様書（２）の図示による。

はつり及び穴あけ 既存のコンクリート床・壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンド

（②2.2.23）

※別途工事（但し、修正はつり及び穴埋めは本工事とする）

※別途工事（但し、スリーブ取り外し、修正はつり及び穴埋めは本工事とする）

公共工事労務費調査への

協力について

（③1.15.1）

１）から３）項と同様の義務を負う旨を定めなければならない。

下請け工事の受注者（当該下請け工事の一部にかかる二次以降の下請負人を含む）が

ければならない。

存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行なっておかな

３）公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票の提出が行なえるよ

期経過後においても同様とする。

ばならない。また、本工事の工期経過後についても、同様とする。

調査票等に必要事項を正確に記入して本市に提出する等、必要な協力を行なわなけれ

設計時の温湿度条件

夏季 26.0℃ 50.0％

22.0℃冬季

時期

場所
屋外

温度（DB) 湿度（RH) 温度（DB) 湿度（RH)

屋内（調整目標値）

2.2℃

35.3℃

48.8％

53.1％

（③1.15.8）

１）本工事が本市の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合、受注者は、

者がなった場合、受注者は、その実施に協力しなければならない。また、本工事の工

う、受注者は、労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保

４）受注者が本工事の一部について下請け契約を締結する場合には、受注者は、当該

カッターを使用することとし、作業前に鉄筋の探査を行うこと。なお、復旧はモル

タル補修とする。また、いかなる場合においても、柱・梁のはつり及び貫通は行な

特 記 事 項項 目

合センターによるコリンズ登録を次に示す期間内に行うこと。　　　　　　　　　　　　

 工事完成後、本市への引渡し手続きが完了するまでは、請負者の責任で管理し、これ

 に要する費用は受注者間で適正な負担を行なう。

◇

◇

◇

◇

◇

主要機器材

適 用

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

共通01

工事名称 標準図番号

図面名称 機械設備工事特記仕様書（１） 図面サイズ:A1

縮 尺 NOSCALE 図面番号

設
計
事
務
所

その他機器材

｢フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律｣にある第1種特定製品を設

えい点検記録簿を作成し提出(電子データ共)すること。

置、改修若しくはフロンの回収、充填等を行う場合は、第1種特定製品ごとに冷媒漏

編

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

編

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

空
　
気
　
調
　
和
　
設
　
備
　
工
　
事

共
　
通
　
工
　
事

編 編

給
　
排
　
水
　
衛
　
生
　
設
　
備
　
工
　
事

平成28年版（以下「標準図」という。）による。

工事編）平成28年版（以下「標準仕様書」という。）、公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）平成28年版（以下

　　　　第1章、第1節、2項と関連することを示す。

土中埋設管の埋戻し土

（②4.2.1）

（②4.2.1）

※構内指示の場所に敷きならし

すべて掘削土を使用する。（公道を除く）

耐震措置　　　　　　　　

(③２.１.１) 　　　　　 

(⑤２.２.１) 　　　　　 

(②２.６.１) 　　　　　 

１.５(１.５)

２.０(２.０)

　監修 2014年版｣による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・上層階：２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階

１階・地下階

中間階

上層階・屋上・塔屋 １.５

１.０

１.０ １.５

１.５

２.０ １.５(２.０)

１.０(１.５)

０.６(１.０) １.０(１.０)

重要機器一般機器重要水槽一般水槽

　性能を確認し、監督職員の承諾を受ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３下記の設計用水平震度及び鉛直震度により､据付ボルト･アンカーボルトなどの耐震

２当該建物の耐震安全性の分類は（※一般の施設　　　○特定の施設）とする。　　

１耐震措置の計算及び施工方法は､｢標準仕様書｣､｢標準図｣及び図示以外は､｢建築設備

　耐震設計･施工指針(国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法人建築研究所

　　なお、重要機器は、下記に示すものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・中層階:地下階及び1階を除く階、上階層に該当しない階。　　　　　　　　　　

　　　建は上層３階、13階建以上の場合は上層４階。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　上層階・中間層の定義は次のとおりとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　注）（　　）内の数値は、防振支持の機器の場合を示す。　　　　　　　　　　　

　　（受水槽、消火水槽、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(２)鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。　　　　　　　　　　　　　　　　

(１)設計用水平震度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※適用しない

(３)機器廻り配管は「標準仕様書」(②２.６.１)によること。　　　　　　　　　　

（改②５.２.３）

（③2.2.2～3）

シックハウス対策

ってはならない。

建設リサイクル等

(①１.３.９)

（①1.3.2）

（①1.5.2）

（①1.5.8）

※不要

　　　・CADデータ　※１部（但し、CADデータを作成した場合）

　　　・複写図　※2部（原寸背貼製本）（①1.7.2）

※不要　但し、CADデータを作成した場合はCADデータを提出する。

　　きる次表の書類を提出し、本市監督職員の承諾を受ける

建築機械設備工事の使用機器

（①1.4.2）

材の選定について

本工事で使用する機器材は、JIS 及びこれら公的機関に準じる関係機関の規格品・認

定品とする。また、別表（工事用対象機器材一覧表（機械設備工事））に該当する場

合は次のいずれかの条件を満たすものによる。

（１）直近の、建築材料・設備機材等の品質性能評価事業「（社）公共建築協会」に

　　より評価を受けた機器材で、納品（工事）場所に納入が可能と記載されている。

（２）大阪市都市整備局の工事において納入実績のある機器材（製造者を示す場合は

　　、その製造品）

（３）図中に「グリーン購入適合品」と記載のあるものは、「環境物品等の調達の推

　　　進等に関する法律」による特定調達物品とする

（４）上記（１）～（２）以外の機器材は、設計図書に定める品質及び性能が確認で

（②2.7.1）

床下埋設配管の支持

（②2.6.1～3）

ステンレス鋼製配管支持金物を取り付ける。支持間隔及び構造は標準仕様書による。

（②2.2.9）

標準仕様書第２編２．２．１（１）～（１０）によるほか、下記による。

　ンク類の排水に使用する弁は、JIS5k又はJV5kとする。

２）給水装置に使用する弁は、JIS10k又はJV10kとする。

一般用弁及び栓

（②2.2.1） １）揚程50m未満のポンプ廻りに取り付ける弁類（逆止弁は除く）及び大気開放形のタ

（②1.3.2）

※不要

共
　
通
　
工
　
事

要否 物 品 名

制水弁キー

ボンテン　大・小

掃除口開閉キー

キー式水栓用キー

水槽類の鍵（３個/組）

吹き出し口類調整キー

機器類保証書・取扱説明書

機器類完成図

数 量

各1

1

1

2

1

１

1

1

単 位

個

組

個

個

式

組

式

式

1 式冷媒漏えい点検記録簿（電子データ共）

埋設管図 工事完成時、建築工事でまとめる埋設管図に、今回工事範囲の敷地埋設管（給水、消

火、排水管）を書き込む。記入事項は管種、口径、埋設深さ及び校舎などからの寄り

寸法とする。給水管の場合は、給水系統の記号を記入する。

また、配管凡例表を書き添え、必要があれば追記すること。

配 管 凡 例

直圧管 D

給水管の系統表示記号

タンク下がり管

圧送管

配管材料

塩ビライニング鋼管（内外面）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管

鋳鉄管

外面被覆鋼管

T

P

硬質塩化ビニル管排水

消火

給水

給水

給水

用途記号

VD

HI

CIP

VS

VP

給水 水道用ポリエチレン二層管

水道配水用ポリエチレン管給水

PE

Ｐ

１)足場は、労働安全衛生法その他関係法令等に従い、適切な材料及び構造のもの

　 とし、適切な保守管理を行なうこと。

２)足場を設ける場合には、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣(厚

　 生労働省　平成21年4月)の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣によるも

　 のとし、足場の組立、解体作業時及び使用時には、常時、すべての作業床につ

　 いて手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置すること。

３)枠組足場及びくさび緊結足場の設置においては、｢手すり先行工法による足場の

　 組立等に関する基準｣における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場

　 方式により行なうこと。

７)仮設足場周辺にはネットフェンス、バリケード、標識ロープ等により立ち入れ

　防護棚　※図面特記箇所(地盤面から足場上部までの高さが10mを超える場合)

　 ない様にし、｢きけん｣、｢立入禁止｣等の掲示を行なうこと。

１)防護棚が敷地境界線を越える場合には関係各署と打合せの上、届出を行なうこと。

４)外部足場の壁つなぎ材の施工は、撤去後、補修が少ない位置で各階毎に設ける

　 ものとし、壁つなぎ材を撤去した後、現状に復する。

５)メッシュ養生シート(JIS1類)による養生を行なうこと。

６)足場で使用する工具等には、原則として転落防止用ワイヤー等を取り付けて使

　 用すること。

(改①２.２.１)　　　　　　

構内につくることが　※できる

（②4.1.1）

特定元方事業者の指名

工事用電力・水

ガス・その他

本工事に必要な工事用電力・水・ガス等の使用料及び諸手続きなどの費用は、すべて

受注者の負担とする。

著作権・使用権等

注者に委譲するするものとする。

当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発

耐圧試験

技能士

化学物質の濃度測定

完成図

保全に関する資料

電気保安技術者

及び地中埋設標

地中表示用テープ

フレキシブルジョイント

総合調整

保守工具

足　　場

受注者事務所等の設置

残土処理

スリーブ入れ

箱入れ

防煙ダンパー

ダクトの工法

予備フィルター

埋設表示用テープ巾は１５０mmとし、折込率はダブルとする。

あと施工アンカー確認試験

公道・市道以外

市 道

公 道

  300mm以上

  600mm以上

1,000mm以上

呼び径５０以下

埋 設 深 さ

呼び径７５以上

1,000mm以上

  600mm以上

  600mm以上

（３）給水装置に該当する場合は、下記による。

区 分

（②2.7.2）

（②2.2.1）

※水道用ソフトシール仕切弁（JWWA B120）

本工事には含まない。水道分担金

（①1.1.3）

飲料用受水槽の有効容量が10ｍ3を超えるものは、「簡易専用水道使用届」を施設所

在地の区を所轄する生活衛生監視事務所に提出する。（①1.1.3）

簡易専用水道

・検査項目B

・検査項目A

水質検査は、給水・給湯設備工事完了後に行なう。

（１）一般細菌　（２）大腸菌　（３）鉛及びその化合物　（４）亜硝酸態窒素

（５）硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素（６）亜鉛及びその化合物

（７）鉄及びその化合物　（８）銅及びその化合物　（９）塩化物イオン

（10）蒸発残留物　（11）有機物（全有機炭素（TOC）の量）　（12）pH値

（13）味　（14）臭気　（15）色度　（16）濁度

（１）一般細菌　（２）大腸菌　（３）亜硝酸態窒素

・検査項目C
（１）臭気　（２）味　（３）色　（４）色度　（５）濁度　（６）残留塩素

検査機関

検査項目A及びB：水道法第２０条第３項又は建築物飲料水水質検査業の登録検査機関

　　　　　　　　とする。

検査項目C：上記又は水道法第３４条の２第２項による登録検査機関とする。

（４）硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素　（５）塩化物イオン　

（６）有機物（全有機炭素（TOC）の量）（７）ｐＨ値　（８）味　

（９）臭気　（10）色度（11）濁度

直圧給水管断水計画書 工事の施工上、直圧給水管の断水が必要な場合、鉄サビ等が校舎等、特に給食室に入

らないように当日の作業手順を明確にし、事前に教育委員会の確認を取っておくため

に直圧給水管断水計画書を作成し、本市に提出する。

作成は下記による。

１）教育委員会の事前確認を得るため、断水実施日の2週間前までに本市担当者に提

　出する。そのためには、工事計画を充分に検討し、学校と事前調整して、余裕を持

　って日程を決めること。

２）断水後の洗管は充分に行ない、特に給食室に鉄サビ等が入り込まないよう、洗管

　手順に注意する。

３）作業手順を分かりやすく、また補足するために図面を添付する。

４）作成部数は5部とする。

防火区画貫通処理材

（②2.8.1）

防火区画を貫通する、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RFV)に防火区画貫

通処理材（国土交通大臣認定品）を使用するか、又は耐火硬質ポリ塩化ビニル管（国

土交通大臣認定品）を使用する。

（②2.4.8）

管の埋設深さ

水道用仕切弁（制水弁）

水質検査

満水試験継手

機器類の能力、容量等の表示 機器類の能力、容量等はメーカー別による些少の相違は認める。

（③1.14.1）

ダクトの区分

換気扇、天井埋込型換気扇のスイッチ上部に「24時間換気」と記したシールを貼り付

けること。

（１）一般敷地　　　※300mm　○（　　　mm）

（２）構内車両道路　※600mm　○（　　　mm）

○エポキシ樹脂粉体ライニング弁（水道法性能基準適合品）

○不要

　　（○　　：系統　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※不要　○要（図示箇所に取り付ける）

※低圧ダクト　○高圧1ダクト　○高圧2ダクト

（※共板フランジ工法　○スライドオンフランジ工法）

○グリスフィルター

（※100％　○　　％）

○本工事

○本工事

※手動復帰式　○遠方復帰式（電気式）

○適用する　　　（　　○性能確認試験　　　　○施工後確認試験　　）

○構外搬出適切処理（受入れ証明の写し提出要）

○構内指示の場所にたい積

○給水配管（タンク下がり部）

○給湯配管

○冷媒配管

○消火配管（屋内消火栓）

○消火配管（スプリンクラー）

○

○

○

○

○配管施工　　○建築板金施工　　○熱絶縁施工　○冷凍空気調和機器施工

　　　　・測定方法　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　・測定対象室　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　・測定箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○要　・原図　　※1部（原寸）

　　　　　　　　○（　　）部（原寸背貼製本）

　　　　　　　　○（　　）部（A3縮小背貼製本）

※要　（※2部　　○（　　）部　　　○不要

建物管理者への保守に関する説明　※要　　○不要

○労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、本工事の受注者を同法第３０条第１項に

　規定する措置を講ずべきものとする。

　　　　 　 　　　　○できない

※別途工事　○本工事(図面特記箇所)

　外部足場　種別　※Ａ種:枠組足場及びＢ種：くさび緊結式足場　○Ｃ種:単管本足場　

　　　　　　　　　○Ｄ種:仮設ゴンドラ　○Ｅ種:移動式足場　○Ｆ種:高所作業車　

　　　　　○不要

※要　　○不要

○

○

○

○

○

　　　　○騒音の測定

　　　　○室内外空気の温湿度測定　○室内気流及びじんあいの測定

○要　　○風量調整　　　　　　　　○水量調整（冷温水）

※ステンレス製（ベローズ形）　○合成ゴム製

（１）給水管　埋設表示用テープ　※要　　○不要

　　　　　　　地中埋設標　　　　※不要　○要

（２）消火管　埋設表示用テープ　※要　　○不要

　　　　　　　地中埋設標　　　　※不要　○要

※適用する　　○適用しない

○

　　　　・測定対象化学物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○要（施工前、施工後）

　残土処理は、標準仕様書第２編４．２．１によるほか「大阪市建設リサイクルガイ

　ドライン」の当該事項による。

※特定元方事業者等の講ずべき措置については、別途契約の建築工事受注者を労働安

　全衛生法第３０条第２項に基づき指名するので、当該特定元方事業者の措置する事

　項に協力すること。

２）調査票を提出した事業所を本市が事後に訪問して行なう調査・指導の対象に受注

※アングル工法　※コーナーボルト工法（適用範囲は標準仕様書による）

大阪市ホームページに記載の「工事請負契約に関するに提出書類一覧表」（都市整備

局）によるほか本市監督職員の指示等による。

B直結加圧給水管

　試験箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５）作成例は、機械設備工事特記仕様書（３）・凡例表による。

届け出 ボイラ等で入力が70kWをこえるものは、所轄消防署に設置届けを提出する。
給
湯
　

　
設
備

（⑤1.4.6）

同上プレートの材質

フレキシブル継手 ポンプ廻りに使用するフレキシブル継手は（財）日本消防設備安全センター性能評定

品とする。

消
　
火
　
設
　
備

消火用充水タンク

保温

採水口

（①1.1.3）

※施工承認工事

 （※施工承認工事の事務監督費は本工事に含まない）

道路掘削跡復旧箇所の表示 一次本復旧完了後、大阪市建設局の「道路掘削跡復旧箇所における工事施工者名の表

公共下水道の施設に係る工事

衛
生
器
具

和風便器耐火カバー

○委託下水道工事

※要（ピット内は除く）　　○不要

※鋼板　　　○ステンレス鋼板　　　○ＦＲＰ一体形タンク　

　※不要　○要

○65mm　差込式双口　　○75mm　ねじ式双口

※ステンレス鋼製（ヘアーライン仕上げ）　　○黄銅製

消火用充水タンクの保温

示要領」に準じて表示を行うこと。

　

１．受注者は、工事の施工に当たって、｢大阪市建設リサイクルガイドライン｣（平成

　30年5月)の記載事項を遵守して、建設副産物の適正な処理及び再生資源の活用を図

　らなければならない。

　　なお、本ガイドラインは、大阪市建設局ホームページを参照すること。

　ルガイドラインに基づき行い、電子データを監督職員まで提出する。

　利用計画書（実施書）、再生資源利用促進計画書（実施書）の作成を建設リサイク

２．請負金額（設計変更含む）が 100万円（税込み）以上の工事について、再生資源

（掲載場所）

トップページ＞産業・ビジネス＞入札契約情報＞各局等入札契約情報＞建設局

＞入札・契約のお知らせ

大阪市都市整備局企画部

公共建築課（設備グループ）
株式会社　○○○

令和元年度

令和元年 8月No.○（○○枚の内）

○○小学校○○設備工事

○

○

○

○給水配管（給水装置部）

○給水配管（器具取付後）

○給水配管（ポンプ加圧部）☆１

○水道配水用ポリエチレン管

○○水道用ポリエチレン二層管

※要　○検査項目A　　○検査項目B　　○検査項目C

　　（○給水：系統　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



　　アスベスト含有せっこうボード以外
　　　※  管理型最終処分場で埋立処分　 

１.作業者は、防じんマスク、保護メガネ及び作業衣を着用する。

２.建物内部で撤去作業を行う場合は、外部建具を閉鎖するとともに、ガラ

 スの破損個所又は換気扇枠等で粉じんが外部に飛散するおそれがある箇所

 をビニールシート等で塞ぐものとする。

□□用給水管　

１階職員室前（東側）

特 記 事 項項 目編

撤去工事

2015～150

15～150 20

2015～1501.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

3.アルミガラスクロス

3.アルミガラスクロス

2.鉄線

15～80

100～150 25

20

2015～1501.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

3.アルミガラスクロス

(機械室・書庫・倉庫)

3.原紙

4.アルミガラスクロス

2.鉄線

  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または

100～150

15～80

25

20

2015～1501.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

3.合成樹脂製カバー１ または

　合成樹脂製カバー２

　合成樹脂製カバー２

4.合成樹脂製カバー１ または

3.原紙

2.鉄線

天井内、パイプシャフト内

  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または

1.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

3.ポリエチレンフィルム

(ピット内を含む)

屋外露出及び浴室厨房等の

2.粘着テ－プ

3.ポリエチレンフィルム

4.ステンレス鋼板

1.ポリスチレンフォ－ム保温筒

15～80

25

20
  グラスウ－ル保温筒
1.ロックウ－ル保温筒 または

(一般居室・廊下・開放廊下)
2.鉄線

3.原紙

4.合成樹脂製カバー1　または
　合成樹脂製カバー2

100～150

15～150 201.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

3.合成樹脂製カバー１ または

　合成樹脂製カバー２

1.ロックウ－ル保温筒 または

  グラスウ－ル保温筒

2.鉄線

3.原紙

4.アルミガラスクロス

機械室・書庫・倉庫

100～150

15～80 20

1.ポリスチレンフォ－ム保温筒

3.アルミガラスクロス

2.粘着テ－プ

15～80

100～150 25

20

15～150 20

25

1.ロックウ－ル保温筒 または

  グラスウ－ル保温筒

天井内

の通気管)

より100mm以内

(排水管分岐点

排水管

浴室、厨房等の多湿箇所

2.粘着テ－プ

1.ポリスチレンフォ－ム保温筒

3.アルミガラスクロス

15～150 20

3.アルミガラスクロス

2.鉄線

1.ポリスチレンフォ－ム保温筒

2.粘着テ－プ

15～150 20

  多湿箇所

屋内露出

4.着色アルミガラスクロス

暗渠内

3.ポリエチレンフィルム

4.ステンレス鋼板

15～80 20

  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または

2.鉄線

3.原紙

4.合成樹脂製カバー１ または

　合成樹脂製カバー２

機械室・書庫・倉庫

屋内露出(一般居室、廊下)

(膨張管を含む)

給湯管

天井内、パイプシャフト内 1.ロックウ－ル保温筒 または

  グラスウ－ル保温筒

2.鉄線

3.アルミガラスクロス

3.原紙

2.鉄線

  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または 15～80 20

2015～80

15～80

100～150  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または

2.粘着テ－プ

3.ポリエチレンフィルム

4.着色アルミガラスクロス

25

20

2015～80

50

1.ロックウ－ル保温筒 または

  グラスウ－ル保温筒

2.鉄線

3.ポリエチレンフィルム

4.ステンレス鋼板

1.ロックウ－ル保温帯

2.鉄線

3.アルミガラスクロス

4.金網

隠蔽箇所排気筒

  多湿箇所

屋外露出及び浴室厨房等の

(ピット内を含む)

暗渠内

機　

器

4.アルミガラスクロス

  グラスウ－ル保温筒

1.ロックウ－ル保温筒 または

施 工 順 序

(一般居室・廊下・開放廊下)

屋内露出

施 工 箇 所区 分

給水管
管　
　

（
継
手
及
び
弁
類
を
含
む
）

25

20

厚さ（mm）

保温材の厚さ

呼び径

15～80

100～150

屋内露出

給排水衛生設備工事の保温施工種別

位置図を添えるなどすること

文字で表現しづらい場合は、簡略な

（省略せず、正確に書くこと）工事名○○小学校増築○○設備工事

（工事名称）

＜　撮　影　例　＞

［付図１．黒板記入例］

５０VP×２５VP（分岐）

［付図２．埋設配管撮影要領］

（←部分が明確に読みとれるように撮影する。）

スケールをあてる

管径が分かるように

ＧＬ

ＧＬを明示する

説明用黒板

埋設深さを示すスケール

      スケールをあてること。

（注）埋設深さが明確に判断できるように

・
・

・
・

・ ・

・
・

・・

・

・

・・

・

・

・

薄い場合は省略できる。

作成したアルバムが

平
成
○
○
年
度
○
○
学
校
新
築
○
○
設
備
工
事

○○○○○

大阪市北区中之島

工事名称

発注年度

平成      年度

○○学校新築

  ○○設備工事

工事場所（地名）

表       紙

［付図３．アルバム表紙記入例］

背表紙部分

受注者名

撤
　
去
　
工
　
事

除去工事

共通事項

調査結果の掲示
　 注 )

１．建材中のアスベスト含有調査（施工調査）

　※ 不要

特 記 事 項項 目編

 アスベスト含有建材の処理（撤去含む）は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

平成28年版によるほか、以下のとおりとする。

１．一般事項

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「特定家庭用機器再商品化法」（以下「家

２．機器類、設備資材等の撤去及び廃材処理

適切に処理などを行なう。

その他の機器類等で撤去に先立ち、処理などが必要な含有物については、回収し適法

（２）吸収液を再生する場合は引取書を、産業廃棄物処理する場合は処理証明書を監

　　　督職員に提出する。

６．その他

　　　下「吸収液」という。）の回収を回収装置により行ない、適切に処理する。

５．吸収液の回収及び処理

　　　ンベなどを撤去回収後本市指定場所へ引き継ぐ。

　　　ただし、ハロンボンベ等を市施設の補充用として再利用する場合は、ハロンボ

（３）ハロンボンベ等の引取書を監督職員に提出する。

（２）ハロンボンベ等は撤去し消火装置業者にて適法適切に処理する。

　　　へ届け出た後行なう。

（１）ハロンボンベ等の撤去又は移動は、特定非営利活動法人消防環境ネットワーク

ハロゲン化物消火装置のハロンボンベ、移動式ハロン消火器（以下「ハロンボンベ等」

という。）の撤去。

４．ハロンボンベ等の回収及び処理

　　　に集める作業（ポンプダウン）を行なう。

（２）家電リサイクル法が適用される機器は撤去する前にフロン類を室外機ユニット

　フロン類の引渡し工程管理にかかる帳票用紙は請負者側で用意すること。

　までに監督職員が引取証明書（複写）の受理ができるよう事前に調整すること。

　説明が必要な場合、受注者は、回収依頼書、委託確認書の発行後、決められた期日

（４）その他可能な限り分別を行ない、減量化及び再資源化に努める。

３．フロン類の回収及び処理

　　　化施設への搬入に努める。

（３）再資源化の受け入れ態勢が整っている廃棄物については、分別回収し、再資源

電リサイクル法」という。）及び「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関す

（１）フロン排出抑制法にある第一種特定製品の設置の有無についての確認と説明

る法律」（以下「フロン排出抑制法」という。）等の関係法令を遵守し、適法適正に

廃材処理を行なう。

（１）回収業者は、吸収式冷凍機及び直だき吸収冷温水機等の臭化リチウム液等（以

（２）ルームエアコン、テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機の家電製品に

　　　なお家電リサイクル券の写しを監督職員に提出する。

　　　ついては､家電リサイクル法により適正に処理する｡

（①1.3.9）

上記以外のものは、標準仕様書第1編1.3.9による。（マニフェストの写しを提出する

こと。）

注：過積載は、法令及び仕様書等の遵守事項に反する行為であることから、搬出の際

　　には積載重量を確認し、過積載を起こさないこと。

　　　いよう注意する。

　　　障のないようにする。また、給水管の撤去については、残存部分に滞留水がな

（１）管の一部を撤去する場合には、既設管に適した方法で完全に閉塞して使用に支

既設建物又はその一部解体に伴い、既存設備を撤去する場合は、下記該当事項による。

　○ 要

発生材の処理等

機器類等の撤去及び

廃材処理

一般事項

アスベスト含有成形板

の撤去

　　　※必要　○必要でない（設置されていないことが明らかである）

・特別管理産業廃棄物　　※なし　　○あり（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの　　※なし　○あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・引渡しを要するもの　　※なし　○あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事名称

図面名称 機械設備工事特記仕様書（２）

NOSCALE縮 尺 図面番号

図面サイズ:A1

標準図番号

共通02

設
計
事
務
所

（被写体の説明）

（撮影場所）

（１）機器類及び設備資材等の撤去は、「大阪市建設リサイクルガイドライン」平成

　　　図り、産業廃棄物は適正に処理する。(マニフェストの写しを提出すること。)

特 記 事 項項 目編

環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

（２）ダクト及び配管の支持金物、吊ボルト等は本工事にて撤去する。

環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

（２）工事対象部分との取合上、着手前の現況を必要とする場合はこれを撮影する。

（１）撮影したフィルムは､速やかに現像､焼付を行う。焼付サイズは､83ｍｍ×

（２）写真は､フリーアルバム(Ａ４サイズ)などに貼付けて､１部作成する｡また､

　　必要に応じて説明書を添付しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　117ｍｍ以上とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）デジタルカメラで撮影した場合は､サイズは83ｍｍ×117ｍｍ以上でアルバム

　　整理したものを提出する。用紙は原則としてA4コピー用紙とする。　　　　　　　　　　

（４）アルバムの表紙には､工事名称を記入し､背表紙には完成年度､工事名称を明記

　　する。（付図３参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５）　整理した写真は､監督職員が指示する時期に提出する｡　　　　　　　　　　　　　

写真の整理

工事現場で、災害、事故が発生した場合は、早急に被害状況を撮影し、速やかに

監督職員に報告する。

災害時の撮影

工
　
事
　
写
　
真
　
撮
　
影
　
要
　
領

耐火処理材工事

各工程の撮影要領は次に示すとおりとする。

・保温処理後はその仕上がり状況

・管の材質、口径、継手、勾配、支持金物と建物

（天井、床など）との納まり

・フレキシブルジョイントと建物との関係

・保温処理後はその仕上がり状況

・管の材質、口径、継手など

・防食処理後はその仕上がり状況

・埋設表示テープの設置状況

・管の材質、口径、継手など

・管路の敷設状況

・形状、寸法、位置

・処理状況、処理後の状況

・管の材質、口径、継手など

・管の材質、口径、継手及び埋設深度など

・管の材質、口径、継手及び埋設深度など

下水接続工事

給水本管分岐工事

　　　　　　　　　（撤去）

　　　　　　　　（排水管）

撮影要領

屋内配管

不等沈下対策部分

屋外露出配管

土中障害物

敷地内埋設部分

　　（給水管、消火管など）

敷地内埋設部分

　　　　　　　（撤去工事）

　　　　　　　（撤去工事）

本管分岐部分

引込み延長部分

本管接続部分

延長部分

工事内容 撮影箇所 撮影のポイント

・掘削施工状況

・会所据付状況

　の材料（形状、寸法、員数）

・廃棄状況　　　　（　　　　〃　　　　）

・搬出状況　　　　（　　　　〃　　　　）

・集積・分別状況　（監督員の指示による）

・試験の実施状況

・盤引き下げ配管廻り

・据付、組立て状況

・ボックス内電線接続状況

・配管敷設状況

・機器据付状況

・掘削施工状況

・重量機器の搬入状況

建物貫通工事

産業廃棄物および

試験調整

 現場発生材処理

電気設備工事 

電気工事との範囲が

分かるよう撮影

機器類据付工事

積 降

積 込

集積場

試験箇所

地中埋設機器

電気設備工事

機器

会所桝類

・耐火処理材の取り付け状況

・管又はダクトの貫通前後の耐火被覆処理状況

・管又はダクトとスリーブとの隙間の処理状況

・防水工事後の収まり状況

・防水工事前の収まり状況

・管とスリーブとの納まり状況

防火区画貫通部分

防水層貫通部分

地中梁貫通部分

・鉄筋探査状況はつり貫通工事

・基礎のアンカーボルト（接着系アンカー含む）

（必要により両面から撮影）

配管工事

　）の施工（穿孔穴の径・深さ・清掃、アンカー

・基礎へのアンカーボルト（接着系アンカー含む

　ボルトの埋設深さ）

写真の撮り方 （１）撮影箇所は原則として工事完成後容易に確認できない部分とし、撮影はカラー

　　　撮影とする。

（２）工事写真の整理上必要な場合は黒板などを設置し、黒板には必要に応じて施工

　　　場所、内容を記入の上これを写しこむ。（付図１に参考例を示す）

（３）給水管や消火管などで地中埋設深さなど、被写体の寸法、位置の明示が必要な

　　　場合は、スケールなどを利用して被写体と同時に撮影し、確実に判定できるよ

　　　うに撮影すること。（付図２に参考例を示す）

注.上記の他、特に監督職員の指示する場合は撮影を行う。

（①1.2.4.(d)）

標準仕様書によるほか、下記によるものとする。

（１）工事の写真はこの要領に基づき撮影すること。

（３）現場代理人は監督職員と充分打合せを行ない、撮影時期を逸しないようにする。

一般事項

　　　今回工事　※不要　○必要

　２．作業者は防塵マスク、保護メガネ及び作業衣を着用すること。

　１．既設建物の外壁等に施工されている仕上げ塗材にはアスベストが含有されている

　　　恐れがあるため、以下のとおり処理を行うこと。

　　　30年5月の記載事項を遵守して、建設副産物の適正な処理及び再生資源の活用を

（３）配管・機器等の撤去後に不要となる開口は、閉塞し補修を行うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　

撤去範囲

　○ 要（下表による。）
　※ 不要

分析方法について」に基づく分析を行う。
分析は厚生労働省通達H26.3.31付基安発0331 第31号「建材中の石綿含有率

場所・材料名

○定量分析　（　　　　）箇所
※定性分析　（　　　　）箇所

○定量分析　（　　　　）箇所

※定性分析　（　　　　）箇所
○定量分析　（　　　　）箇所

※定性分析　（　　　　）箇所
調査方法・箇所数

材料名

　当該工事にかかるアスベスト含有建材の有無について、分析によるアスベスト含有

の調査は下表による。ただし、事前調査の実施において、目視確認等でアスベスト

含有の有無が判明した場合は、監督職員の指示による。

２．アスベスト含有建材の処理（撤去含む）

設置工事に着手した建築物等又は改造若しくは補修工事に着手した部分で、

　様式は大阪市ホームページを参照する。　 注 )

アスベスト含有建材の使用のないことが明らかな解体等（解体、改造、

改修を伴う)工事であっても、建築物等の敷地内の公衆の見やすい場所に
アスベスト含有建材の使用が無いことを掲示する。

３.成形板の除去を行う場合は、粉じんが飛散しないよう湿潤化を行い、

原則として手ばらしで行う。

４.アンカーボルト等設置のため成形板の穴あけを行う場合は、粉じんが

飛散しないように湿潤化を行い作業する。
５.撤去作業後、アスベスト含有成形板の破片、破断粉及び作業衣等に付着
 した粉じんが残存しないよう、真空掃除機等により、清掃及び後片付けを

 十分に行う。

６.処分先

　　アスベスト含有せっこうボード

　　　※ 石綿含有産業廃棄物として安定型最終処分場で埋立処分
　　　○ 設置許可溶解処分場で溶解処理
　　　○ 認定無害化処理施設で無害化処理

　　(1) アンカーボルト設置を行う場合は、集じん装置付きハンマードリルを使用する。

　　(2) ダイヤ貫通を行う場合は、集じん装置付きディスクグラインダーを使用し、

　　(3) 除去を行った仕上げ塗材及び下地材は、特別管理型産業廃棄物(廃石綿)として

　　　　適切に処分を行う。

　　　　事前にダイヤ貫通を行う範囲の仕上げ塗材及び下地材の除去を行う。

株式会社　○○○

○○小学校○○設備工事

No.○（○○枚の内）

令和元年度

令和元年 8月

 アスベスト含有の有無について調査した結果は、作業開始までに　 石綿

に関する事前調査の結果を現場に掲示する。なお、平成18年9月1日以後に

　外壁等のアスベスト含有

　仕上げ塗材の処理

大阪市都市整備局企画部

公共建築課（設備グループ）



揚水・給水立主管・プ－ル

吹出口、吸込口記号

給食室内の洗管を行う。本作業は、教頭先生にお願いしています。

最後に給食室の給水バルブを開ける。(添付図のA)

給水配管切替え後、給食室以外の各所水栓で洗管を行う。(添付図のB～F)

既設水道メ－タ－を取り外し、今回給水引込部に取付ける。

給食室の給水バルブを閉める。(添付図のA)

○○小学校増築その他機械設備工事

直 圧 給 水 管 断 水 計 画 書

作　業　手　順

3

5

4

2

1

断水工事の目的

断　水　時　間

断　　水　　日

工　事　名　称

［直圧給水管断水計画書作成例］ 

水道本管引込替え

16時～18時頃

水抜き弁 20

撤去配管

既設配管

新設配管

凡  例

運動場

受水槽・ポンプ室

講堂兼体育館

屋上プ－ル付

工事名称　　○○小学校増築その他機械設備工事

水抜き弁 20

［添付図作成例］ 

既設水道メ－タ－

排水

E

散水栓

F

D

(給食室)排水

E

(屋外手足洗場)

A
B

M

(屋外手足洗場)

(管理作業員室)

C

校舎棟

今回給水引込部

M

N

(図面特記部分は除く)

配　管　材　料

配 管 材 料

施工箇所

空調用排水

用　途

冷媒 一般 断熱材被覆銅管

消火タンク

浴室暖房乾燥機

浴室暖房専用熱源機

ガス遠赤外線ヒ－タ－

水ろ過装置

ガス給湯器

消火用充水タンク

膨張タンク

給湯用補給水タンク

貯湯タンク

高置タンク

受水タンク

タンク

天井埋込型換気扇

空気清浄装置

ル－ムエアコン

電気ヒ－トポンプエアコン

ガスヒ－トポンプエアコン

パッケ－ジ形空気調和機

パイプ取付換気扇

クリ－ンヒ－タ－

全熱交換換気扇

送風機(給気)

送風機(排気)

換気扇

送風機

TF

GSH

GD

DKF

GH

WF

TFS

THW

TWS

TEX

TWH

TWR

T

線状吹出口

パンカ－ル－バ－

ノズル形

シ－リングディフュ－ザ－

スリット形レジスタ－

VFC

ACR

AF

EHP

GHP

ACP

VFP

VFE

FS

FE

CH

F

HEU

PK

TL

CL

BL-K

BL-T

BL-D

BL-S

NZ

E2

C2

HVS

SR

VHS

機  器  類  記  号

V

記 号

CU

備　考

排水ポンプ

自動給水装置

揚水ポンプ

消火ポンプ

消火ユニットポンプ

加圧給水装置

ポンプ

給湯ボイラ－

種　別

ユニバ－サルレジスタ－

遮光グリル

スリット形グリル

ユニバ－サルグリル

種　別

PFU

APW

BPW

PD

PF

P

PW

記　号

GB

備　考

SG

HS

VS

SLG

HV

VH

H

記　号

V

小口径桝

BAV：ボ－ル弁

D：複式

S：単式

R：合成ゴム製

R：合成ゴム製

伸縮継手

可とう継手

S又はD

S又はR

W：水高計

F：瞬間流量計

P：圧力計

C：連成計

T：温度計

防振継手

継 手 類

地中埋設標

ストレ－ナ－

計器類

S又はR

P

S

自動エア抜き弁

電磁弁

減圧弁

コック

安全弁

逆止弁

A

S

R

CK

CV 管 撤 去 そ の 他

工事中配管

凡　　例

既設管放棄

既設管撤去

既設管

内は標準詳細図 Noを示す

別途工事範囲

《　　》

(　　)

採水口 双口

単口

総合露出形(全周面取形)

H

モ－タ－サイレン

手動起動装置

スプリンクラ－ヘッド

アラ－ム弁

補助散水栓

送水口

M

放水口・放水用

屋内2号消火栓

屋外消火栓

器具格納箱

放水口

S

単口

双口

箱共

2

箱共

T

GT

DT

消 火 器 具 類

ドラムトラップ

グリ－ストラップ

屋内消火栓

トラップ桝

HB-併埋：併設埋込形

HB-併露：併設露出形

HB-総埋：総合埋込形

HB-総露：総合露出形

HB-単埋：単独埋込形

HB-(面取)：

HB-単露：単独露出形

T形

SFD：防火防煙

SV：玉形弁

GV：仕切弁

弁、計 器 類

スプリンクラ－管

連結散水管

連結送水管

消火栓管

消 火 配 管

採水管

弁

H

GV

xS

SP

xB

X

圧送給水管

直圧給水管

排水鋳鉄管

排 水 配 管

給湯返り管

4列

3列

2列

1列

通気管

排水管

角形

丸形

膨張管

P

T

E

D

フレキシブルダクト

配線

自 動 制 御

ダンパ－

PD：ピストン

隠ぺい

露出

FD

FD

SD：防煙

CD：逆流防止

MD：モ－タ－

VD ： 風量調整

FD：防火

天井付吸込口

消音内貼部

たわみ継手

ガイドベ－ン

天井付吹出口

壁付吸込口

壁付吹出口

給 水 ・ 給 湯 配 管

給湯送り管

給水鋳鉄管

ドレン管

空 気 調 和 配 管

図　示　記　号

給水管

備　考

冷媒管

D

R

ダクト断面

ダクト断面

(還気・排気)

(給気・外気)

ダ ク ト 類

ダクト

SA：給気

RA：還気

EA：排気

0A：外気

0A：外気

RA：還気

EA：排気

SA SA：給気

共栓付排水金物

(ベントキャップ)

汚水桝

排水桝

(目皿)

通気口

排水トラップ

排水金物(目皿)

洗濯機用

SNA

B  形・B  形

A  形・A  形

露出形(VC)

埋込形(VB)

別途工事

1

1

SNB

2

2

T5AB-W：防水形

T5A-W：非防水

T14At：ステンレス流し用

T14Bt：人研流し用

C：C金具

D：D金具

排水トラップ

共栓付

(掃除口兼用)

床排水トラップ

掃兼ドレン

床上掃除口

散水栓

T5B：防水形床排水

T7A：非防水横形床排水

T7B：防水横形床排水

T14B：人研流し用

T14A：ステンレス流し用

T5Bt：防水形床排水

T5At：非防水形床排水

C0DA：非防水形

C0DB：防水形

T5A：非防水形床排水

C0B：防水形

C0A：非防水形

M

ボ－ルタップ

洗浄弁

シャワ－

量水器

自動水栓

衛 生 器 具 類

水　栓

混合栓

給湯栓

給水栓

水道用仕切弁

シックハウス用換気扇

ガスフライヤー

ガス回転釜 DGK

ＦＧ

24h

特記仕様書（3）

凡 例 表

設
計
事
務
所

機械設備工事特記仕様書（3）・凡例表

図面番号

工事名称

図面名称

縮　　尺

大阪市都市整備局

図面ｻｲｽﾞ：Ａ１

№　　　（　　　枚の内）

標準図番号

共通03

給水引込

上記埋設部分

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

一般

給水

CI

VD

HI

VA

硬質ポリ塩化ビニル管

(　　　　　　　　　)

硬質塩化ビニルライニング鋼管(内面)

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

一般

RFV

水道用ポリエチレンニ層管

G配管用炭素鋼鋼管(白管)

TV耐火性硬質ポリ塩化ビニル管

HV

PE

保温材付硬質ポリ塩化ビニル管

給水引込・埋設

地中埋設

屋外露出部

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

消火 一般

通気

一般

VS

SVS

S

TF

G

RFV

G

屋外露出部

図示箇所

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

一般

排水

V

DVA

G

RFV

硬質ポリ塩化ビニル管(一般管)

耐火性硬質ポリ塩化ビニル管

桝間地中埋設部(　　　　　　　　　)

衛生器具廻り(　　　　　　　　　)

コンクリ－ト管

排水用鋳鉄管

鉛管

HTV

TF

H

TA

CI

L

VU

RSVU

(　　　　　　　　　)地中埋設部

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管

排水用硬質ポリ塩化ビニル耐火二層管

排水用硬質ポリ塩化ビニル耐火二層管

耐火性硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管(薄肉管)

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管(白管)

排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管

配管用炭素鋼鋼管(白管)

配管用炭素鋼鋼管(白管)

TV

TV

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(白管Sch40)

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

被覆銅管(20mm以下)コンクリ－ト内

給茶室内(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

一般

銅管

CU

CU

CU

HVA耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

給湯

特別教室机廻り(　　　　　　　　　) 水道用硬質ポリ塩化ビニル管 V

P水道配水用ポリエチレン管(　　　　　　　　　)埋設

ﾒｶﾆｶﾙ継手

電気溶着継手

平成 29 年 4 月 1 日 (水)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　)

(JIS K 6762)

(JWWA K 144)

硬質塩化ビニルライニング鋼管(内外面)

保温付被覆銅管(50mm以下)

(50mm以下)

(75mm以上)

(40mm以上)

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管

(40mm以上)

(30mm以下)

(40mm以上)

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 (40mm以上)

圧力配管用炭素鋼鋼管(白管Sch40）

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

(30mm以下)

(40mm以上)

(50mm以下)

換気扇部分に記載

(40mm以上)

S：ステンレス製

S：ステンレス製

BV：バタフライ弁

ハンドル付止水栓

揚水管

タンク下がり給水管

直結加圧給水管 B

水道用ダクタイル鋳鉄管

令和元年度

令和元年 8月

企画部公共建築課（設備グループ）



機　器　表

シ テス 記ム 号 名
仕

称
室 外

仕様

機 室

様

内 機
防振架台数設 置 室 名 設置組数

個　数

リモコン
備　　　　考

ＥＨＰ

８

定格暖房能力

定格冷房能力

kW

kW

kW

kW

型　式

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

20.0（10.1 ～ 22.4）

22.4（10.1 ～ 28.0）

（冷房）6.81

（暖房）6.15

4.61

0.2 × 2

機器寸法（940×320×1,430H）、質量　128kg

ヒートポンプエアコン

空冷式

（二台同時運転タイプ）

通年エネルギーの消費効率（APF値）

は、APF(2015) ≧ 4.6 とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事

kW

kW

kW

送風機

定格暖房能力

定格冷房能力 10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

0.15

機器寸法（1,590×690×235H）、質量　38kg

天井吊り露出型（２台）

定格暖房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

※ 室外機用基礎は別途建築工事

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

機器寸法（940×320×1,080H）、質量　70kg

10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

（冷房）2.72

（暖房）2.70

三相２００Ｖ

1.95

0.211

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

0.15

機器寸法（1,590×690×235H）、質量　38kg

は、APF(2015)≧5.5とする

通年エネルギーの消費効率（APF値）

ＥＨＰ

３

ＥＨＰ

５

定格暖房能力

定格冷房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

12.5（5.7 ～ 14.0）

14.0（6.3 ～ 18.0）

（冷房）3.48

（暖房）3.30

2.41

0.211

機器寸法（940×320×1,080H）、質量　72kg

機器寸法（1,270×690×235H）、質量　32kg

0.091

 7.1（3.2 ～ 8.0）

 8.0（3.6 ～ 9.5）

定格冷房能力

（シングルタイプ）

空冷式

ヒートポンプエアコン

ヒートポンプエアコン

空冷式

（二台同時運転タイプ）

通年エネルギーの消費効率（APF値）

は、APF(2015) ≧ 5.3 とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事天井吊り露出型（２台）

天井吊り露出型（１台）

定格暖房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

ＥＨＰ

定格冷房能力

（シングルタイプ）

空冷式

ヒートポンプエアコン

通年エネルギーの消費効率（APF値）

天井吊り露出型（１台）

2.5

7.1（3.2 ～ 8.0）

8.0（3.6 ～ 9.5）

（暖房）2.25

（冷房）2.1

1.7

0.064

機器寸法（795×300×595H）、質量　44kg

7.1（3.2 ～ 8.0）

8.0（3.6 ～ 9.5）

0.091

機器寸法（1,270×690×235H）、質量　32kg

は、APF(2015)≧5.0とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事

工 事 内 容 事本 工 事 気電 工 事工建 築

室外機迄の1次側電源工事（ア-ス線共）,接続共

室内機～室外機間の渡り電源線・制御線・ア-ス線，接続共

室内機～室内機間の渡り電源線・制御線・ア-ス線及びリモコン渡り線

（電気配線系統図参照）,接続共

リモコン取付,同配線工事,接続共

同上取付用スイッチボックス及び立下げ配管

室外機用基礎工事

室内機近くの天井点検口（天井貼る場合）

試運転調整

１

２

３

４

５

６

７

８

No

工 事 区 分 表

冷媒配管を施工する際には、管内にゴミや水分が入らない様に注意し、機器と接続する前に窒素ガスで管内の吹き飛

電源線・ア-ス線等の接続は、丸端子を用いる。

特 記 事 項

機器類の能力、容量等はメーカー別による些少の相違は認める。

１.

２.

３.

４.

５.

室外機～室内機間の渡り電源線・ア-ス線・制御線及びリモコン渡り線は、冷媒管と共巻きとする。

冷媒管は被覆銅管とし、被覆厚は ９．５２ＣＵ は ８mm 以上、 以上は 以上とする。１０mm１２．７ＣＵ

防火区画を貫通する冷媒配管は、その箇所に、防火区画貫通処理材(国土交通省大臣認定品)による処置を行うこと。

工事にあたっては、機器付属の「据付説明書」を遵守すること。

６.

７.

８.

９.

ドレン管の屋外露出部分（屋上を除く）はカラーＶＰとする。屋内露出部分はＨＶとし、保温不要とする。

ばし洗浄を行うこと。又、冷媒管ろう付け作業の際には、窒素ガスブロ－を行うこと。（酸化防止剤の使用は不可）

最上階天井内配管となる場合、ＶＰとし保温を行う。

配線はエコマテリアル電線・ケ－ブル（ＥＭ電線・ケ－ブル）を使用すること。

尚、ＥＭ電線・ケ－ブル類は、必要に応じて紫外線対策を行うこと。

リモコンリモコン

（シングル）

室内機

（ツイン）

室内機 室内機

室外機 室外機

※

ア-ス共
3φ-200V

※

ア-ス共
3φ-200V

冷媒配管系統図 （注記）（　　）内数値は、室内機定格冷房能力を示す。

室外機室外機室外機

室内機

分岐ジョイント

R1

R1

R1

R1

分岐ジョイント

（7.1kW）
室内機

（7.1kW）
室内機 室内機 室内機

（10.0kW） （10.0kW）

電気配線系統図 （注記）※印箇所は、電気工事結線箇所を示す。

R1

ＥＨＰ－５　・　ＥＨＰ－８

ＥＨＰ－５ ＥＨＰ－８

R2
R1

R1

R1

ＥＨＰ－ 2.5 、３

(7.1kW)（10.0kW）

ＥＨＰ－ 2.5 、３

冷媒配管サイズ表

＋R1

R2 ＋ 25.4 φ

 9.5φ 15.9φ

 9.5φ

電源線+ア-ス線

別途電気工事

制御線

電 気 工 事 凡 例

EM-CEE 1.25□-2C

EM-CE  3.5□-4C

図面番号

図面名称

縮　　尺 (           枚の内)No.

機器表・系統図

設
計
事
務
所

図面サイズ：Ａ１

公共建築部企画設計課（設備グループ）

大阪市都市整備局

工事名称 標準図番号

ＥＨＰ０１

平成２９年９月

（新築・増築）

ＥＨＰ標準図－１

通し番号

平成 30 年度

57



図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

EHP02各部詳細図

1：30 , 1：50

EHP標準図-2

（新築・増築）

4冷媒管保温要領図1

ダブルナット

D

1：30

(1F室内機より下部の事)

防虫網

V30

(SUS製)30 φ
30ドレン管

冷媒管 窓パネル

EHP

V

3

EHP

5

EHP

8

冷媒管

室内機廻り断面要領図（1階,中間階取付の場合）1：X 2

R

R

吊ボルト (x4)φ9

FL

1：30 室内機廻り断面要領図（最上階取付の場合）3 1：30

FL
+3
05

0

露出サヤ管塗装

形状及び位置は、配置図又は平面図による。

屋上　室外機廻り平面要領図（1台設置の場合）

室外機用基礎（別途建築工事施工）は1台用とし、

R1
・

R2

冷媒管

注  記 ： 1.

R1・R2

冷媒管

12
00

1800

EHP

3 5

EHP

8

EHP

EHP

3 5

EHP

8

EHP

冷媒管

R1・R2

R1・R2

12
00

3600

R1
・

R2

冷媒管

R1
・

R2

屋上　室外機廻り平面要領図 （2台設置の場合）5 1：50

R2

冷媒管

R1

室外機用基礎（別途建築工事施工）は3台以上用とし、

形状及び位置は、配置図又は平面図による。

屋上　室外機廻り平面要領図 （3台以上設置の場合）

注  記 ：

6

1.

(別途建築工事)

H-200x200x8x12

EHP

3

EHP

5

EHP

8

R2

20
0 11
00

10
0

20
0

4100

500 500

冷媒管R1

R1

R1

R1

R2

1：50

室外機用基礎(別途建築工事)
室外機用基礎(別途建築工事)冷媒管

コンクリ-ト基礎

（1台・2台設置の場合）

3

EHP

L-50x50x4

RFL

EHPEHP

5 8

60
49
5

55
5

EHP

（3台以上設置の場合）

コンクリ-ト基礎

EHP

3

L-50x50x4

5

EHP

8

200 x200 H

60
49
5

55
5

屋上　室外機廻り断面要領図7

L-50x50x4

冷媒管
H-200x200x8x12

(別途建築工事)

□
200 x200 H□

1：30

GL

34
5

防臭逆止弁 30

1FL

50
0 V30

30 V

防臭逆止弁取付要領図8 1：30

A

ダブルナット

D

V30

30ドレン管

冷媒管 窓パネル

EHP

V

3

EHP

5

EHP

8

冷媒管

R

R

吊ボルト (x4)φ9

FL
+3
05

0

露出サヤ管塗装

コンクリ-ト基礎

L-50x50x4

R

冷媒管
200 x200 H□

ステンレス　\U+03C6９０穴

ガスケットパッキン

止めナット

ＳＧＰ８０Ａ　ＪＩＳ Ｂ ０２０２ Ｇ３

ロックウールまたはモルタル充填後保温外装

（S＝60）

120

70

※ステンレスパネル取付後ねじ部、ナット外面さび止め塗装１回）

厚み：１.５ｔ

区画貫通処理

貫通部詳細図（延焼線にかかる場合）9

通し番号

サヤ管 (32 )共G

D

D

サヤ管 (32 )共G

△天井

25
0

25
0

-

ドレン管３０Ｖ

室内機へ

シーリングプレート
当て板及び周囲コーキング周囲コーキング

カラーＶＰ ＨＶ

１Ｆ最寄排水会所等へ 屋内→←屋外

延焼の恐れのある部分

電源線＋アース線（ＥＭ－ＣＥ　３．５□－３Ｃ）

（電源：赤・黒、アース：緑）

冷媒管（ガス）
冷媒管（液）

屋内機～屋外機　渡り制御線

（ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ） 樹脂製化粧ケース（屋内露出）
リモコン渡り線

樹脂製化粧ケース（屋外露出）
（ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ） （屋内隠蔽）　要所テ－プ止め

注　記

エルボ部分と直管部分の継目にはシーリングを行うこと。

周囲コーキング

HV

HV
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4100

1：100

1：100

1：100

4100

78
00

78
00

1：100

4100

4100

正
面
掲
示
板78

00

A

4100

中学校多目的室 平面図

B

7

24
50

C

A

4100

中学校多目的室

背
面
掲
示
板 78

00

16400

4100 4100

A

4100

廊 下

16400

4100 4100

B

調理室 平面図8

24
50

C

準備室

A

4100 4100

1：100

1：100

廊 下

4100

78
00

第2音楽室 平面図

24
50

B

4

C

ステ-ジ

A

事務管理室 平面図1

24
50

B

C

正
面
塗
板

78
00

第2音楽室

廊 下

24
50

B

正
面
掲
示
板

図書室 平面図

C

5

A

4100

事務管理室

校長室,職員室 平面図

24
50

B

2

C

校長室

背
面
掲
示
板

78
00

正
面
掲
示
板

本図冷媒・ドレン管は全て露出配管を示す。

4100

リモコン取付け高さは

本図はヒ-トポンプエアコンを設置する場合の室内機及び、リモコンの標準設置位置

リモコンを設置すべきパイプシャフトが本図の位置に無い場合は、当該位置の壁に

リモコンを設置する。

を示す。

16400

4100 4100

4.

調理室

廊 下

4100

16400

カウンタ-

4100

3.

2.

特 記 事 項

1.

A

4100

FL+1400 とする。H

16400

4100

小学校多目的室

4100

4100

正
面
塗
板

78
00

図書室

廊 下

16400

4100 4100

小学校多目的室 平面図

24
50

B

6

C

A

4100

職員室

廊 下

24
50

B

音楽室 平面図3

C

準備室

背
面
塗
板

廊 下

1：100

16400

4100 4100

音楽室

廊 下

1：100

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

EHP03各室平面図（1）

1：100

EHP標準図-3

（新築・増築）

R1

3

EHP

R

リモコンスイッチ

R

V30

30

R1

V R2 30 V

8

EHP

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチリモコンスイッチ

R

V30

30

R1

V R2 30 V

8

EHP

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチリモコンスイッチ

30 V

V30

R1

EHP

3

30 V

R1

EHP

8

30 V

30

R2

R2

V

R

R

30 V

V30

R1

R1 R1

V30

5

EHP

リモコンスイッチ (x2)

R

R

30 V

R1 R1

EHP

5

30 V

30

R1

V
V30

R1

30 V

R1 R1

V30

EHP

8

R1

3

EHP

V30

R

リモコンスイッチ

R

リモコンスイッチ

V30

30

R1

V R2 30 V

8

EHP

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチ

R

(x2)

R

V30

30

R1

V R2 30 V

8

EHP

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチリモコンスイッチ

通し番号

30 V

D

D

D D

D
D

DDDDD
D D D D

HV HV HV HV HV

HV HV HV HV HV HV HV HV HV

HV HV HV HV
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1：100

78
00

1：10015

A

4100 4100

8200

1：100

1：100

C

B

保健室 平面図12

24
50

掲
示
板

A

78
00

4100 4100

LL教室 平面図（中学校）

24
50

B

C

9

準備室

シャワ－パン

保健室

廊 下

4100

16400

4100

LL教室

廊 下

パソコン教室 平面図（中学校）10

準備室

78
00

カウンセリングル－ム

4100

A

8200

4100

4100

パソコン教室

カウンセリングル－ム 平面図14

24
50

B

C

A

78
00

13
50

廊 下

パソコン教室 平面図（小学校）11

24
50

B

C

談話室

廊 下

1：100

8200

4100

パソコン教室

廊 下

1：100

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

EHP04各室平面図（2）

1：100

EHP標準図-4

（新築・増築）

R

V30

30

R1

V R2 30 V

8

EHP

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチリモコンスイッチ

3

EHP

30 V R2

R1 R1

EHP

8

30 V

リモコンスイッチ

R R

リモコンスイッチ

R1

30 V

V30

V30

EHP

3

(x2)

R

V30

R1
DA

78
00

4100 4100

24
50

B

C

4100

16400

4100

30 V R2

R1 R1

EHP

8

30 VD

V30

リモコンスイッチ

R

R1

V30

R1

30 V R1

EHP

5

リモコンスイッチ

R

V30

3

EHP

R

R

リモコンスイッチ

R1

30 V

V30

V30

EHP

3

R1

リモコンスイッチ

廊 下

普通教室　平面図

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

教 室

R1

V30

R1

30 V R1

EHP

5

リモコンスイッチ

R

V30

本図冷媒・ドレン管は全て露出配管を示す。

リモコン取付け高さは

本図はヒ-トポンプエアコンを設置する場合の室内機及び、リモコンの標準設置位置

リモコンを設置すべきパイプシャフトが本図の位置に無い場合は、当該位置の壁に

リモコンを設置する。

を示す。

4.

3.

2.

特 記 事 項

1.

FL+1400 とする。H

通し番号

D

D

D

D

DD

D

D

1：100特別支援教室１　平面図

特別支援教室１

廊 下

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

V30

R1

30 V R1

EHP

5

リモコンスイッチ

R

R1
R1

30 V

D

13

HV HV HV HV HV HV

HV HV

HV HV

HV

HV HV HV

HV HV
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1：100特別支援教室２　平面図17

特別支援教室2

特別支援教室３

廊 下 廊 下

1：100特別支援教室３　平面図18

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100 4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

EHP05各室平面図（3）

1：100

EHP標準図-5

（新築・増築）

V30

R1

30 V R1

EHP

5

リモコンスイッチ

R

R1
R1

30 V

30 V

V30

R1

EHP

3

R

リモコンスイッチ

本図冷媒・ドレン管は全て露出配管を示す。

リモコン取付け高さは

本図はヒ-トポンプエアコンを設置する場合の室内機及び、リモコンの標準設置位置

リモコンを設置すべきパイプシャフトが本図の位置に無い場合は、当該位置の壁に

リモコンを設置する。

を示す。

4.

3.

2.

特 記 事 項

1.

FL+1400 とする。H

通し番号

D

D

HV

HV HV
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機器表

-

EHP標準図-1

（改造）

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

EHP06

通し番号

機　器　表

シ テス 記ム 号 名
仕

称
室 外

仕様

機 室

様

内 機
防振架台数設 置 室 名 設置組数

個　数

リモコン
備　　　　考

ＥＨＰ

８

定格暖房能力

定格冷房能力

kW

kW

kW

kW

型　式

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

20.0（10.1 ～ 22.4）

22.4（10.1 ～ 28.0）

（冷房）6.81

（暖房）6.15

4.61

0.2 × 2

機器寸法（940×320×1,430H）、質量　128kg

ヒートポンプエアコン

空冷式

（二台同時運転タイプ）

通年エネルギーの消費効率（APF値）

は、APF(2015) ≧ 4.6 とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事

kW

kW

kW

送風機

定格暖房能力

定格冷房能力 10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

0.15

機器寸法（1,590×690×235H）、質量　38kg

天井吊り露出型（２台）

定格暖房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

※ 室外機用基礎は別途建築工事

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

機器寸法（940×320×1,080H）、質量　70kg

10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

（冷房）2.72

（暖房）2.70

三相２００Ｖ

1.95

0.211

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

10.0（4.8 ～ 11.2）

11.2（5.1 ～ 14.0）

0.15

機器寸法（1,590×690×235H）、質量　38kg

は、APF(2015)≧5.5とする

通年エネルギーの消費効率（APF値）

ＥＨＰ

３

ＥＨＰ

５

定格暖房能力

定格冷房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

12.5（5.7 ～ 14.0）

14.0（6.3 ～ 18.0）

（冷房）3.48

（暖房）3.30

2.41

0.211

機器寸法（940×320×1,080H）、質量　72kg

機器寸法（1,270×690×235H）、質量　32kg

0.091

 7.1（3.2 ～ 8.0）

 8.0（3.6 ～ 9.5）

定格冷房能力

（シングルタイプ）

空冷式

ヒートポンプエアコン

ヒートポンプエアコン

空冷式

（二台同時運転タイプ）

通年エネルギーの消費効率（APF値）

は、APF(2015) ≧ 5.3 とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事天井吊り露出型（２台）

天井吊り露出型（１台）

定格暖房能力

kW

kW

kW

kW

kW

kW

kW

送風機

型　式

定格暖房能力

送風機

圧縮機

kW

kW

消費電力

電　源

定格冷房能力

・加湿無し

・ヒーター無し

付属品 ・ワイヤードリモコン

防振架台

付属品

冷　媒

三相２００Ｖ

R410A 又は R32

ゴムパッド

その他標準付属品

ＥＨＰ

定格冷房能力

（シングルタイプ）

空冷式

ヒートポンプエアコン

通年エネルギーの消費効率（APF値）

天井吊り露出型（１台）

2.5

7.1（3.2 ～ 8.0）

8.0（3.6 ～ 9.5）

（暖房）2.25

（冷房）2.1

1.7

0.064

機器寸法（795×300×595H）、質量　44kg

7.1（3.2 ～ 8.0）

8.0（3.6 ～ 9.5）

0.091

機器寸法（1,270×690×235H）、質量　32kg

は、APF(2015)≧5.0とする

※ 室外機用基礎は別途建築工事

事

室外機用基礎工事

室内機近くの天井点検口

室外機迄の1次側電源工事（ア-ス線共）,接続共

同上取付用スイッチボックス及び立下げ配管

室内機～室内機間の渡り電源線・制御線・ア-ス線及びリモコン渡り線

室内機～室外機間の渡り制御線,接続共

リモコン取付,同配線工事,接続共

既設窓のサッシュ改造（パネル取付、穴明け共）

フェンス工事（地上設置のみ）

（電気配線系統図参照）,接続共

試運転調整

工 事 区 分 表

No 工 事 内 容 本 工 事 気電 工 建 事築 工

H2

EHP-

（注記）

会 議 室

中（ 校学 ）

普 通 教 室

室調 理

室

室
小（ 校学

ンコパソ L・L 教

コ

図

ソパ

書

教ン
）

室

室音

校学中

楽

的目多

小 学 校 多 目 的

室

室

施

事務管理室

室

室

保 健

職 員

室校 長

室工 名 置設

設 置 概 要

個 階階 m

個

個

個

個

個

個

個

個

個

階

階

階 階

階

階

m

m

m

階

階

階

階

階

階

階

階

階

m

m

m

階

階

階

m

m

m

本工事は下記●印の各室に、ヒ-トポンプエアコンを取付ける。

台防種機 振 架

個

個

個

リ モ

個

ンコ

1.

設 置 場 所

室 外 機

階

階

階

階

工施 階

階

階

階

m

m

m

系

階

H1

m

統 高図

一 般 事 項

さ

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

EHP-

特別支援教室1

個 階 階 m mEHP-

カウンセリングル－ム

個 階 階 m mEHP-

個 階 階 m mEHP-

個 階 階 m mEHP-

特別支援教室2

特別支援教室3

個 階 階 m mEHP-配　膳　室

1.

2.

3.

4.

5.

施工時期及び施工の取合い等は、別途各工事業者と事前に良く打合せのこと。

既設建物及び設備等に傷を付けないよう注意し、万一破損した場合は、速やかに原形復旧のこと。

既存のコンクリ-ト床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッタ-を使用すること。

又、いかなる場合においても、柱・梁のはつり貫通工事は行ってはならない。

安全対策については、現場の状況に応じ適切な方法で行うこと。

撤去工事は事前に現場を充分調査のうえ行うこと。6.

本工事の施工に当っては、学校の授業及び諸行事に支障なき様、学校側と充分に打合せのこと。

１

２

３

４

５

６

９

１０

７

８

平成　　年度

平成29年12月
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特 記 事 項

100

（柱共）メッシュフェンス（樹脂被覆製）フェンス

メッシュフェンス（樹脂被覆製）門扉

以上、は 以上は

（片開き・幅 ・施錠付）cm

電気配線系統図

冷媒配管系統図

（注記）※印箇所は、別途電気工事結線箇所を示す。

室外機室外機室外機

室内機

分岐ジョイント

（注記）（　　）内数値は、室内機定格冷房能力を示す。

分岐ジョイント

室内機 室内機 室内機 室内機

※

室外機

室内機室内機

（ツイン）

ア-ス共

室外機

室内機

※

（シングル）

ア-ス共

リモコン リモコン

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

EHP07系統図・特記事項

-

EHP標準図-2

（改造）

通し番号

６.

５.

４.

１.

２.

３.

室外機～室内機間の渡り電源線・ア-ス線・制御線及びリモコン渡り線は、冷媒管と共巻きとする。

室外機屋上設置型は原則として、単独設置とし、梁上に設置する。

室外機地上設置のフェンスは、下記仕様による。

仕様は各メ－カ－仕様とする。

工事にあたっては、機器付属の「据付説明書」を遵守すること。

Ｈ＝１８００

Ｈ＝１８００

冷媒管は断熱材被覆銅管とし、被覆厚は ９．５２ＣＵ ８ｍｍ １２．７ＣＵ １０ｍｍ

仕上げは樹脂製保温外装カバ－とする。

露出リモコン配線は、樹脂製モ-ルにて保護する。

電源線・ア-ス線等の接続は、丸端子を用いる。

１３.

１２.

１１.

１０.

９.

８.

７. 外壁配管に必要な足場工事は、本工事とする。

冷媒配管を施工する際には、管内にゴミや水分が入らない様に注意し、機器と接続する前に

窒素ガスで管内の吹き飛ばし洗浄を行うこと。

又、冷媒管ロ－付け作業の際には、窒素ガスブロ－を行うこと。（酸化防止剤の使用は不可）

機器類の能力、容量等はメーカー別による些少の相違は認める。

屋内露出のＨＶ（保温材付硬質ポリ塩化ビニル管）は、保温不要とする。

配線はエコマテリアル電線・ケ－ブル（ＥＭ電線・ケ－ブル）を使用すること。

尚、ＥＭ電線・ケ－ブル類は、必要に応じて紫外線対策を行うこと。

直天仕上げの教室に設置する天吊り室内機用の吊りボルトには、３２ｍｍのさや管（鋼管）を設ける。

ドレン管の屋外露出部分（屋上を除く）はカラーＶＰとする。又、屋内露出部分のＶＰは、共通仕様書による保温を行うが、

＋R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

＋

＋9.5φ

＋9.5φ

＋

＋12.7φ

15.9φ

19.1φ

22.2φ

25.4φ

28.6φ9.5φ

冷媒用被覆銅管図示記号・管 径 表

＋15.9φ 28.6φ

12.7φ

25.4φ

 9.5φ

電 気 工 事 凡 例

配 管 系 統 図

室内機

施工室

室外機

天井

室外機

以上とする。

Ｒ
４

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

（１０．０ｋＷ） （１０．０ｋＷ）（７．１ｋＷ）（７．１ｋＷ）

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

3φ-200V3φ-200V

Ｈ
２

Ｈ
１

Ｒ
ＲＤ

EM－CEE1.25□－2C

EM－CE 3.5 □ -3C

リモコン線

内外機接続線

（１０．０ｋＷ）

（　７．１ｋＷ）

ＥＨＰ２．５　・　ＥＨＰ－３ 型 ＥＨＰ－５ 型 ・ ＥＨＰ－８ 型

ＥＨＰ－２．５　・　ＥＨＰ－３ 型 Ｅ Ｈ Ｐ － ５ 型 Ｅ Ｈ Ｐ － ８ 型

平成　　年度

平成29年12月
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D

屋上設置室外機用基礎

1：30

1：30

D

室外機地上設置の場合

1：30

(室内機より下部の事)

防虫網 (SUS製)30 φ

1：X

30

R

ドレン管

冷媒管

V

室外機屋上設置の場合

1：X

R

R

FL

1：30 1：30

1：30

桟

<アルミパネル新設の場合>

ドレン管用貫通穴

冷媒管用貫通穴

桟

<既設パネルが有る場合>

既設パネル 

冷媒管用貫通穴

ドレン管用貫通穴

(ガラス)

1：30

各部詳細図

1：30

EHP標準図-3

（改造）

-

D HV

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

EHP08

通し番号

250

5
0
0

2
0
0 1
5
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

Ｗ

Ｄ

30

Ｗ，Ｄ

1
0
0

1
5
0

5
0
0

5
0
0

3
4
5

EHP EHP

EHP EHP

３2.5

５ ８

３t

３t

３tガラス

ガラス

アルミパネル 

室外機廻りメンテスペ-ス

500以上

600以上
フェンス

GL

背面 = 400 以上

前面 = 以上

以上

800

500左右 =

側溝 H
将来用防水シ-ト巻上げシロ

RFL

　30   x15W

(屋上防水がシ-ト防水の場合のみ)

 以降室内機廻り断面要領図参照

ゴムシ-ト敷き

(最上階取付けの場合)

(ドレン排水管経路が屋外露出の場合)

GL

防臭逆止弁 30

1FL

V30

30 V

V30

V30

(ドレン排水管経路がPSの場合)

※ 点検要

防臭逆止弁 30

EHPEHP EHP

５３2.5

ゴムシ-ト敷き

 以降室内機廻り断面要領図参照

(屋上防水がシ-ト防水の場合のみ)

(最上階取付けの場合)

PS

１ ２冷媒管保温要領図 室内機廻り断面要領図（1階,中間階取付の場合） 配管貫通窓参考図

室外機廻り断面要領図８防臭逆止弁取付要領図７６ 室外機屋上設置基礎図５ 室外機地上設置基礎図

９ 室外機廻り断面要領図 ９ 貫通部詳細図（延焼線にかかる場合）

地上設置室外機用基礎、フェンス寸法表

フェンス寸法

4台設置

3台設置

2台設置

1台設置

設置台数 室外機基礎寸法

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

今回設置数量

ヶ所

ヶ所

ヶ所

今回設置数量

ヶ所

３３００　×　　９００

５１００　×　　９００

３３００　×　２２００

１５００　×　　９００ ２,２００×２,０００×１,８００Ｈ

４,０００×２,０００×１,８００Ｈ

５,８００×２,０００×１,８００Ｈ

４,０００×３,６００×１,８００Ｈ

屋上室外機基礎寸法

ヶ所

ヶ所

今回設置数量

ヶ所

室 外 機 型 式

型用基礎

型用基礎

型用基礎

ヶ所

型用基礎ＥＨＰ－ 2.5

ＥＨＰ－

ＥＨＰ－

ＥＨＰ－

３

５

８

１,８００×１,２００×２５０Ｈ

～ EHP-2.5 ・ EHP-3 ・ EHP-5 ～

～ EHP-8型 ～

平成　　年度

平成29年12月

Ａ

３ 室内機廻り断面要領図（室内機梁下取付の場合） ４

R

D

D

冷媒管

冷媒管

RFL

R

R

30 V

Ａ部参照

接着剤にて固定

冷媒配管
Ｕボルト

支持架台

※
挟み込みにて締付

鋼材上下ナット

Ａ部詳細図

室内外機接続線（ＥＭ－ＣＥ　３．５□－３Ｃ）

冷媒管（ガス）
冷媒管（液）

注　記

エルボ部分と直管部分の継目にはシーリングを行うこと。

樹脂製化粧ケース（屋内露出）

樹脂製化粧ケース（屋外露出）

（屋内隠蔽）　要所テ－プ止め

吊り金物取付け部詳細図参照

吊ボルト M10 (x4) サヤ管（32G）共

窓パネル

EHPEHP EHP

３ ５ ８

EHP

2.5

室内機

露出サヤ管塗装

吊ボルト M10 (x4)

サヤ管（32G）共

詳細図参照
吊り金物取付け部

FL
+3
,0
50

ダブルナット

吊り金物取付け部詳細

30V

冷媒管

カ－テン

（S＝60）

120

70

ガスケットパッキン

止めナット

ＳＧＰ８０Ａ　ＪＩＳ Ｂ ０２０２ Ｇ３

ロックウールまたはモルタル充填後保温外装

厚み：１.５ｔ

区画貫通処理

ステンレス　φ９０穴

※ステンレスパネル取付後ねじ部、ナット外面さび止め塗装１回）

シーリングプレート

周囲コーキング

ＨＶ

屋内→←屋外

延焼の恐れのある部分

室内機へ

１Ｆ最寄排水会所等へ

カラーＶＰ

ドレン管３０Ｖ

当て板及び周囲コーキング

周囲コーキング

カラーＶＰ屋内露出部保温

樹脂製外装カバー共

RFL

冷媒管

８

EHP

Ａ部参照

冷媒管

30V

R
D

R

R
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R1

天井点検口(別途建築工事)

既設会所に接続

1：100

R1

EHP

3

R1

5

EHPEHP

5 5

EHP

9 屋 上 平 面 図

天井点検口(別途建築工事)

3

EHP

R2

8

EHP

フェンス

3

EHP

R1

30

D

V

屋　上

V30

30 V R1

R1 R1

EHP

8

30 V

10

(GL+500   )

防臭逆止弁 30

H

地 上 平 面 図

30 V

天井点検口(別途建築工事)

V30

R1

R1 R1

V30

5

EHP

1：100

1：100

教室相当室平面図

リモコンスイッチ

R

6 2.0

準備室

R

リモコンスイッチ

天井点検口(別途建築工事)

30 V

V30

R1

EHP

3

教室相当室平面図

リモコンスイッチ

R

1 0.5

パソコン教室（中学校） F

V

天井点検口(別途建築工事)

30

30 V

R1

30

R1

V

教室相当室平面図

リモコンスイッチ (x2)

R

R

7 2.0

V30

R1

30 V R1

EHP

5

リモコンスイッチ

F

F

F

R

2 0.5x2 教室相当室平面図

F

F

リモコンスイッチリモコンスイッチ

R

1：100

F

F

3

R

教室相当室平面図1.0

電源接続機とする。）

は、別途電気工事プルボックス位置を表す。（直近の室内機は別途電気工事による

電気配線については、特記事項参照の事。

リモコン取付け高さは

本図は標準図につき、位置等については別図による。

図中で室名記入部分が、今回対象室を示す。

30

既設会所に接続

フェンス

EHP EHP

5 5

R1

D

V

フェンス

EHP

8

R2

既設会所に接続

30

D

V

R1 D

30 V

1：100

DR1

30 V

30 V
30 V R1

R1 R1

EHP

5

30 V

DR2

30 V

5.

2.

図中

4.

3.

特 記 事 項

1.

V30

天井点検口(別途建築工事)

R2

30 V

R1 R1

V30

EHP

8

FL+1400 とする。H

DR1

3

EHP

V30

教室相当室平面図

30

天井点検口(別途建築工事)

F

F

1：100

V30

30 V

R

教室相当室平面図

リモコンスイッチ

8 2.0

13
50

V

30

R2

R1 R1

8

EHP

V

教室相当室平面図

F

F

1：100

リモコンスイッチ

R

1.04 1：100

パソコン教室（小学校） F

リモコンスイッチ

R

5 1.5

アコ－デオンカ－テン

F

F

1：100

R

リモコンスイッチ

V30

天井点検口(別途建築工事)

30

R1

V R2

R1

30 V

8

EHP

F

F

F

1：100

(GL+500   ) H

防臭逆止弁 30

(GL+500   ) H

防臭逆止弁 30

R1

30 V

V30

R1

V30

3

EHP EHP

3

EHP

3

(x2)

R

R1

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

EHP09各室平面図

1：100

EHP標準図-4

（改造）

通し番号

D

D D D

DD

D

D D D

HV HV HV HV HV

HV HV

HV HV

HV HV HV HV HV HV HV HV HV HV HV
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機　器　表（１）

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

３．２

ＧＨＰ

５

ＧＨＰ

Ｗ２．５

２．５Ｄ

ＧＨＰ

３．２Ｄ

R

SK

ガスヒートポンプ

エアコン室内機

リモコン

集中管理コントローラー

ガスヒートポンプ

エアコン室内機

２．５馬力相当

５馬力相当

エアコン室内機

ガスヒートポンプ

３．２馬力相当

エアコン室内機

ガスヒートポンプ

３．２馬力相当

エアコン室内機

ガスヒートポンプ

２．５馬力相当

エアコン室内機

ガスヒートポンプ

２．５馬力相当

天井吊形

冷房能力：７．１ｋＷ　　暖房能力：８．０ｋＷ

消費電力：（冷）０．１１１ｋＷ　（暖）０．１１１ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

送風機出力：０．０６２ｋＷ

その他標準付属品一式

ドレンアップ機構（単相２００Ｖ）　　その他標準付属品一式

送風機出力：０．０６２ｋＷ

消費電力：（冷）０．１１１ｋＷ　（暖）０．１１１ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：７．１ｋＷ　　暖房能力：８．０ｋＷ

天井吊形

その他標準付属品一式

送風機出力：０．１３ｋＷ

消費電力：（冷）０．２１８ｋＷ　（暖）０．２１８ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：９．０ｋＷ　　暖房能力：１０．０ｋＷ

天井吊形

ドレンアップ機構（単相２００Ｖ）　　その他標準付属品一式

送風機出力：０．１３ｋＷ

消費電力：（冷）０．２１８ｋＷ　（暖）０．２１８ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：９．０ｋＷ　　暖房能力：１０．０ｋＷ
天井吊形

その他標準付属品一式

送風機出力：０．１３ｋＷ

消費電力：（冷）０．２５３ｋＷ　（暖）０．２５３ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：１４．０ｋＷ　　暖房能力：１６．０ｋＷ

天井吊形

その他標準付属品一式

送風機出力：０．０４３ｋＷ

消費電力：（冷）０．０６０ｋＷ　（暖）０．０６０ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：７．１ｋＷ　　暖房能力：８．０ｋＷ

壁掛形

標準ワイヤードリモコン

個別／一括運転・停止　温度設定　運転表示（一括、個別）
個別運転許可・禁止
電源：単相１００Ｖ

ＶＦＭ－２０Ｓ１

Ｃ２０ＳＤ

電動シャッター、安全ガード付 ＶＦＭ－２５Ｓ１

電動シャッター、安全ガード付 ＶＦＭ－２５Ｓ１

Ｃ－２５Ａ

ＥＸ－２５ＥＫ－Ｃ

ＥＸ－２５ＥＫ－Ｃ

Ｐ－２５ＣＶＡ

ＦＹ－２０ＥＥ／４３

ＦＹ－ＨＤＸＡ２０

ＦＹ－２５ＥＥ／４３

ＦＹ－２５ＥＥ／４３

ＦＹ－ＨＤＡ２５

排気形　３００ｍｍ ＥＸ－３０ＥＫ－Ｃ ＦＹ－３０ＥＥ／４３ ＶＦＭ－３０Ｓ１

ＶＦＭ－３０Ｓ１ＥＸ－３０ＥＫ－Ｃ

Ｐ－３０ＣＶＡ Ｃ－３０Ａ

ＳＵＳ製も可とする

三菱電機 パナソニックエコシステムズ 東芝キャリア

換気扇 ＶＦＥ－２０ＷＡ 排気形　２００ｍｍ

アルミ製ウェザーカバー共

電動シャッター、安全ガード付 ＥＸ－２０ＥＫ－Ｃ

Ｐ－２０ＣＶＡ

ＦＹ－２０ＥＥ／４３

ＦＹ－ＨＤＡ２０

ＶＦＭ－２０Ｓ１

Ｃ－２０Ａ

ＶＦＥ－２０ＷＡＦ 排気形　２００ｍｍ

ＦＤ付アルミ製ウェザーカバー共

電動シャッター、安全ガード付 ＥＸ－２０ＥＫ－Ｃ

Ｐ－２０ＣＶＡＤ

ＶＦＥ－２５ 排気形　２５０ｍｍ

排気形　２５０ｍｍＶＦＥ－２５ＷＡ

ＶＦＥ－３０

ＶＦＥ－３０ＷＡ

アルミ製ウェザーカバー共

排気形　３００ｍｍ 電動シャッター、安全ガード付

電動シャッター、安全ガード付

アルミ製ウェザーカバー共

ＶＦＥ－２０ＳＣＳＦ

ＶＦＥ－２５ＳＣＳＦ

ＶＦＥ－３０ＳＣＳＦ

窓取付専用(屋内設置型)・排気形　200mm　（速調無）

電動シャッタ－、安全ガ－ド、FD付ステンレス製ウェザ－カバ－共

窓取付専用(屋内設置型)・排気形　250mm　（速調無）

電動シャッタ－、安全ガ－ド、FD付ステンレス製ウェザ－カバ－共

窓取付専用(屋内設置型)・排気形　300mm　（速調無）

電動シャッタ－、安全ガ－ド、FD付ステンレス製ウェザ－カバ－共

ＥＸ－２０ＳＣ－Ｓ

P-20CVＳD4+P-20WPS

ＥＸ－２５ＳＣ－Ｓ

P-25CVＳD4+P-25WPS

ＥＸ－３０ＳＣ－Ｓ

P-30CVＳD4+P-30WPS

ＦＹ－３０ＥＥ／４３

ＦＹ－ＨＤＡ３０

パネル開口寸法 300x340

FD付フード用取付部材共

パネル開口寸法 350x390

FD付フード用取付部材共

パネル開口寸法 400x440

FD付フード用取付部材共

※参考機器仕様

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

［室内機］　　１,１６０ｘ６８０ｘ１９５Ｈ　２８ｋｇ

［室内機］　　１,４００ｘ６８０ｘ１９５Ｈ　３３ｋｇ

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

※参考機器仕様

※参考機器仕様

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

［室内機］　　１,５９０ｘ６８０ｘ１９５Ｈ　３８ｋｇ

※参考機器仕様

［室内機］　　１,０５０ｘ２３０ｘ２９０Ｈ　１４ｋｇ

※参考機器仕様

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

［室内機］　　１,１６０ｘ６８０ｘ１９５Ｈ　２８ｋｇ

［室内機］　　１,４００ｘ６８０ｘ１９５Ｈ　３３ｋｇ

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

※参考機器仕様

記 号 機 器 名 称

機　器　表（２）

記 号 機 器 名 称 機　器　仕　様機　器　仕　様 設 置 階 消 音 器 設 置 数 量 備 考 設 置 室 名 数 量 備 考

機　器　表（３）

名　称 記　号 機　器　仕　様 設 置 室 名 数 量 備 考

設 置 階

設 置 階

５馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ
ＧＨＰ

１４０

防振架台スプリング防振 分岐ジョイント　その他標準付属品一式

送風機出力：０．１７ｋＷ

冷却水ポンプ出力：０．０８ｋＷ

エンジン出力：３．７５ｋＷ

消費電力：（冷）０．４４ｋＷ　（暖）０．４４ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

冷房能力：１４．０ｋＷ　　暖房能力：１６．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ガス消費量　：（冷）１１．８ｋＷ　（暖）１１．２ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

※管理諸室は集中管理しない。

特 記 事 項

　１．換気扇類の品番は、便宜上、三菱電機㈱、パナソニックエコシステムズ㈱、東芝キャリア㈱による。

　２．メーカー仕様の違いにより、火災予防条例の届出及び消火器の設置が必要となる場合があるため、空調機選定の際には注意すること。

７．５馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ
ＧＨＰ

１８０

防振架台スプリング防振

冷却水ポンプ出力：０．０８ｋＷ

冷房能力：１８．０ｋＷ　　暖房能力：２０．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

消費電力：（冷）０．６１ｋＷ　（暖）０．６１ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

エンジン出力：４．０ｋＷ

ガス消費量　：（冷）１５．３ｋＷ　（暖）１４．８ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

送風機出力：０．１７ｋＷ

エアコン室外機

ガスヒートポンプ
ＧＨＰ

防振架台スプリング防振

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

ビル用マルチ型

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ２

１０馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ
ＧＨＰ

２８０

防振架台スプリング防振

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：６．２０ｋＷ

冷房能力：２８．０ｋＷ　　暖房能力：３１．５ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

消費電力：（冷）０．６０２ｋＷ　（暖）０．５８３ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

ガス消費量　：（冷）２２．３ｋＷ　（暖）２２．９ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ２

８馬力相当
２２４

冷房能力：２２．４ｋＷ　　暖房能力：２５．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

消費電力：（冷）０．６１１ｋＷ　（暖）０．５８２ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

ガス消費量　：（冷）１７．５ｋＷ　（暖）１７．９ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

エンジン出力：５．０ｋＷ

１３馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ

１６馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ

２０馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ

２５馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ

３０馬力相当

エアコン室外機

ガスヒートポンプ

８５０

ＧＨＰ

７１０

ＧＨＰ

５６０

ＧＨＰ

４５０

ＧＨＰ

３５５

防振架台スプリング防振

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：７．９０ｋＷ

冷房能力：３５．５ｋＷ　　暖房能力：４０．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型

防振架台スプリング防振

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：１０．０ｋＷ

冷房能力：４５．０ｋＷ　　暖房能力：５０．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型（発電機能付）

防振架台スプリング防振 分岐ジョイント　その他標準付属品一式

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：１２．４ｋＷ

冷房能力：５６．０ｋＷ　　暖房能力：６３．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型（発電機能付）

防振架台スプリング防振

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：１５．７ｋＷ

冷房能力：７１．０ｋＷ　　暖房能力：８０．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

ビル用マルチ型（発電機能付）

分岐ジョイント　その他標準付属品一式

防振架台スプリング防振 分岐ジョイント　その他標準付属品一式

冷却水ポンプ出力：０．１８ｋＷ

エンジン出力：１８．８ｋＷ

ビル用マルチ型（発電機能付）

ガス消費量　：（冷）３５．５ｋＷ　（暖）３４．５ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

ガス消費量　：（冷）５０．０ｋＷ　（暖）４９．３ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

ガス消費量　：（冷）６０．０ｋＷ　（暖）５５．５ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

ガス消費量　：（冷）６６．６ｋＷ　（暖）６７．１ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

冷房能力：８５．０ｋＷ　　暖房能力：９０．０ｋＷ　　冷媒：Ｒ４１０Ａ

消費電力：（冷）０．７０２〈１．５７〉ｋＷ　（暖）０．５７１〈１．４０〉ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ３

消費電力：（冷）０．５９７ｋＷ　（暖）０．５７３ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ３

消費電力：（冷）０．１２６ｋＷ　（暖）０．１２５ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ２

消費電力：（冷）０．１３３ｋＷ　（暖）０．１３２ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ２

消費電力：（冷）０．６８３ｋＷ　（暖）０．６８２ｋＷ　　電源：単相２００Ｖ

ガス消費量　：（冷）２５．５ｋＷ　（暖）２７．１ｋＷ　（ガス種１３Ａ）

送風機出力：０．５６ｋＷ ｘ２

ビル用マルチ型

［防振架台］　１,１００ｘ５７０ｘ１３１Ｈ　２３ｋｇ

　　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１５．９φ

［室外機］　　１,１００ｘ５００ｘ１,７４０Ｈ　３８０ｋｇ

※参考機器仕様

※参考機器仕様

［防振架台］　１,１００ｘ５７０ｘ１３１Ｈ　２３ｋｇ

［室外機］　　１,１００ｘ５００ｘ１,７４０Ｈ　３８０ｋｇ

　　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１９．１φ

［防振架台］　１,６９０ｘ９００ｘ１３１Ｈ　３６ｋｇ

※参考機器仕様

［室外機］　　１,４７０ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　６８０ｋｇ

［防振架台］　１,６９０ｘ９００ｘ１３１Ｈ　３６ｋｇ

※参考機器仕様

　　　　　　　冷媒管：９．５φ＋２２．２φ

［室外機］　　１,４７０ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　６８０ｋｇ

　　　　　　　冷媒管：９．５φ＋１９．１φ

［防振架台］　１,６９０ｘ９００ｘ１３１Ｈ　３６ｋｇ

※参考機器仕様

［防振架台］　１,６９０ｘ９００ｘ１３１Ｈ　３６ｋｇ

※参考機器仕様

［防振架台］　１,６９０ｘ９００ｘ１３１Ｈ　３６ｋｇ

※参考機器仕様

［防振架台］　２,１００ｘ９００ｘ１３１Ｈ　４３ｋｇ

※参考機器仕様

［防振架台］　２,１００ｘ９００ｘ１３１Ｈ　４３ｋｇ

※参考機器仕様

　　　　　　　冷媒管：１９．１φ＋３１．８φ

　　　　　　　冷媒管：１９．１φ＋３１．８φ

　　　　　　　冷媒管：１５．９φ＋２８．６φ

　　　　　　　冷媒管：１２．７φ＋２８．６φ

　　　　　　　冷媒管：１２．７φ＋２５．４φ

［室外機］　　２,１００ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　１,０９０ｋｇ

［室外機］　　２,１００ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　１,０９０ｋｇ

［室外機］　　１,６９０ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　８９０ｋｇ

［室外機］　　１,６９０ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　８９０ｋｇ

［室外機］　　１,４７０ｘ８００ｘ２,１５０Ｈ　６８０ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：７．４ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：８．４ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：１３．４ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：１３．４ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：１４．１ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：１６．２ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：１７．５ｋｇ

　　　　　　　冷媒封入量：２５．９ｋｇ

　　　 　　    冷媒封入量：２６．１ｋｇ

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　〈　　〉内数値は非発電モード時の値を示す。

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　〈　　〉内数値は非発電モード時の値を示す。

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　〈　　〉内数値は非発電モード時の値を示す。

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　〈　　〉内数値は非発電モード時の値を示す。

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　〈　　〉内数値は非発電モード時の値を示す。

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

　　（地上設置の場合は防振架台不要）

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

通し番号

平成　　年度

平成29年11月

空調機器・換気機器リスト

―

GHP01

（新築・増築・改造）

GHP標準図-1

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

屋上

地上

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

台

台

台

○ 有

○ 無

ＧＨＰ

台階

台階

階

階 台

台階

階 台

職員室 　個

　　個

台

　　階

ＧＨＰ

66



① ＧＨＰ１４０配管・配線系統図（１対１の場合）

図面番号 No.

工事名称

図面名称

縮　　尺

配管配線・系統図（１）

平成　　年度

(           枚の内)

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：Ａ１

Ｒ１

GHP
3.2

GHP

５

室内機

Ｒ
１

GHP
140

室外機

Ｒ

GHP
3.2

GHP

５

リモコン

室内機

GHP
140

室外機

１φ－２００Ｖ

１φ－２００Ｖ

アース共

②

GHP

GHP

2.5

3.2

室内機

ＧＨＰ１４０・１８０配管・配線系統図（１対２の場合）

Ｒ
１

GHP

GHP

2.5

3.2

室内機

Ｒ
１

GHP

GHP

（
Ｒ

２
）

室外機

140

180

Ｒ１

分岐ジョイント

GHP

GHP

Ｒ

GHP

GHP

2.5

3.2

GHP

GHP

2.5

3.2

リモコン

室内機 室内機

室外機

140

180１φ－２００Ｖ
アース共

１φ－２００Ｖ
アース共

コントローラー系統
集中管理

Ｒ

リモコン

GHP

GHP

2.5

3.2

GHP

GHP

2.5

3.2

Ｒ

リモコン

室内機 室内機

室外機渡り配線

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）

１φ－２００Ｖ
アース共

GHP

GHP

2.5

3.2

室内機

Ｒ
１

③ ＧＨＰ１４０・１８０配管・配線系統図（１対２の場合）

GHP

GHP

2.5

3.2

室内機

Ｒ
１

GHP

GHP

室外機

140

180

Ｒ１
（Ｒ２）

コントローラー系統
集中管理

GHP

GHP

室外機

140

180

Ｒ

GHP

GHP

2.5

3.2

リモコン

室内機

１φ－２００Ｖ

アース共

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線（※１）

GHP

GHP

2.5

3.2

１φ－２００Ｖ

室内機

Ｒ

アース共

リモコン

室外機渡り配線

（※１）

④ ＧＨＰ２２５・２８０配管・配線系統図（１対３の場合）

⑤ ＧＨＰ２８０配管・配線系統図（１対３の場合）

GHP
2.5

室内機

GHP
2.5

Ｒ
１

GHP
2.5

室内機

GHP
2.5

Ｒ１ Ｒ１

GHP

Ｒ
２

室外機

GHP

280

（
Ｒ
３

）

225

分岐ジョイント
ｘ２

GHP
2.5

室内機

GHP
3.2

Ｒ１

GHP

GHP
2.5

室内機

室外機

GHP

280

225

１φ－２００Ｖ
アース共

リモコン

Ｒ

GHP
2.5

室内機

GHP
2.5

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線（※１）

GHP
2.5

室内機

GHP
2.5

室内機

GHP
2.5

１φ－２００Ｖ

１φ－２００Ｖ
アース共

アース共

GHP
2.5

リモコン

室内機

GHP
2.5

室内機

GHP
3.2

Ｒ

Ｒ

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）

ＧＨＰ２８０配管・配線系統図（１対４の場合）⑥

Ｒ
１

（
Ｒ
２
）

GHP
2.5

GHP

3.2

室内機

GHP

3.2

GHP
2.5

GHP

3.2

室内機

GHP

3.2

Ｒ１ Ｒ１

Ｒ
３

GHP
280

分岐ジョイントｘ２

室外機

Ｒ
１

GHP
3.2

GHP

室内機

GHP

3.2

2.5

室内機

１φ－２００Ｖ

GHP
2.5

GHP

3.2

GHP

3.2

Ｒ
リモコン

室内機

GHP
2.5

GHP

3.2

GHP

3.2

１φ－２００Ｖ
アース共

Ｒ
リモコン

GHP
280

室内機

室外機

GHP
3.2

GHP

GHP

3.2

2.5

アース共

GHP
280

GHP
280

集中管理コントローラー系統
室外機渡り配線（※１）

室外機 室外機

１φ－２００Ｖ
アース共

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１Ｒ１

GHP GHP
2.5 2.5

GHP
2.5

GHP
2.5

Ｒ１Ｒ１

分岐ジョイントｘ３

GHP GHP GHP GHP
2.5 2.5 2.5 2.5

Ｒ

リモコン

Ｒ

リモコン

室内機室内機室内機室内機室内機室内機 室内機室内機

Ｒ
３

Ｒ
３

Ｒ
１

Ｒ
１

室外機

GHP
280

Ｒ Ｒ

室内機室内機室内機室内機

室外機

GHP
280

１φ－２００Ｖ
アース共

GHP
2.5

GHP
2.5

GHP
2.5

GHP
2.5

１φ－２００Ｖ
アース共

Ｒ１Ｒ１ Ｒ１Ｒ１

室内機室内機室内機室内機

GHP
2.5

GHP
2.5

GHP
2.5

GHP
2.5

ＧＨＰ－２８０配管・配線系統図（１対４の場合）⑦

分岐ジョイントｘ３

１φ－２００Ｖ
アース共

（※１）

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）

（※１）

（※２）

（※２） （※２）

アース共

（※２） （※２）

（※２） （※２）

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）
（※２）

リモコン

リモコン リモコン

集中管理コントローラー系統

室外機渡り配線（※１）

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）

コントローラー系統
集中管理

室外機渡り配線

（※１）集中管理コントローラー系統
室外機渡り配線（※１）

通し番号

標準図番号

GHP02

平成29年11月

GHP標準図-2

（新築・増築・改造）

＋

＋

＋

＋

R1

R2

R3

R4

R5 R10

R6

R7

R8

R9

＋

＋9.5φ

＋9.5φ

＋

＋12.7φ

15.9φ

19.1φ

22.2φ

25.4φ

28.6φ9.5φ

冷媒用被覆銅管図示記号・管 径 表

＋15.9φ 28.6φ

12.7φ

25.4φ

 9.5φ

電 気 工 事 凡 例

渡り制御線

リモコン渡り線

室内機電源線＋ア-ス線

EM－CEE1.25□－2C

EM－CEE1.25□－2C

EM－CE 3.5 □－3C

※１．集中管理コントローラを設置する場合のみ

※２．１次側電源接続位置

　　　　　機器更新（改造）の場合は、既設機器への接続を再利用する。

　　　　　新築・増築の場合は、室外機へ接続。
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図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

GHP03

-

GHP標準図-3

（新築・増築・改造）

配管配線・系統図(2)

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

ＧＨＰ

２８０

ＧＨＰ

２８０

Ｒ
３

Ｒ１

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

１φ－２００Ｖ

アース共

リモコン
Ｒ

リモコン
Ｒ

Ｒ１Ｒ１

普通教室① 普通教室② 普通教室③

リモコン
Ｒ

普通教室① 普通教室② 普通教室③

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ
１

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

ＧＨＰ

２８０

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

１φ－２００Ｖ

アース共

普通教室①

リモコン
Ｒ

リモコン
Ｒ

普通教室② リモコン
Ｒ

室外機渡り配線

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

集中管理コントローラー系統

１φ－２００Ｖ

アース共

ＧＨＰ

２８０

ＧＨＰ－２８０配管・配線系統図（６）ＧＨＰ－２８０配管・配線系統図（４） ＧＨＰ－２８０配管・配線系統図（５）⑦ ⑧ ⑨

⑩

分岐ジョイントｘ３

ＧＨＰ

２８０

Ｒ
３

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ１

普通教室①

普通教室②

Ｒ
１

分岐ジョイントｘ３

ＧＨＰ

２８０

Ｒ１

Ｒ
３

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１ Ｒ１

Ｒ
１

分岐ジョイントｘ３

ＧＨＰ－２８０配管・配線系統図（７）

普通教室①

普通教室③

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
４

分岐ジョイントｘ４

普通教室②

リモコン

普通教室①
リモコンリモコン

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統室外機渡り配線

１φ－２００Ｖ

アース共

集中管理コントローラー系統

普通教室③

Ｒ

ＲＲ

普通教室②

ＧＨＰ

３５５

ＧＨＰ

３５５

ＧＨＰ－３５５配管・配線系統図⑪ ＧＨＰ－４５０配管・配線系統図（１）⑫

普通教室①

普通教室③ リモコン

普通教室① リモコンリモコン普通教室②

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統室外機渡り配線

１φ－２００Ｖ

アース共

集中管理コントローラー系統

普通教室③

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１ Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
１

分岐ジョイントｘ５

Ｒ Ｒ

Ｒ

ＧＨＰ

４５０

ＧＨＰ

４５０

Ｒ
３

Ｒ
５

普通教室②

室外機渡り配線

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

集中管理コントローラー系統

１φ－２００Ｖ

アース共

ＧＨＰ

２８０

ＧＨＰ

２８０

ＧＨＰ

Ｒ
３

Ｒ
１

Ｒ
１

分岐ジョイントｘ３

普通教室①

ＧＨＰ

リモコン
Ｒ

普通教室①

リモコン
Ｒ

普通教室①普通教室① 普通教室② 普通教室②

Ｒ
１

Ｒ１

リモコン
Ｒ

普通教室②普通教室②

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

５ ５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

ＧＨＰ

２．５

電 気 工 事 凡 例

渡り制御線

リモコン渡り線

室内機電源線＋ア-ス線

室外機電源線は　別途電気工事

ＥＭ－ＣＥ３．５□－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ ＋

＋

＋

＋

＋

R1

R2

R3

R4

R5 R10

R6

R7

R8

R9

＋9.5φ

＋9.5φ

＋9.5φ

＋

＋

ＧＨＰ冷媒用被覆銅管図示記号・管 径 表

12.7φ

12.7φ

15.9φ

19.1φ

22.2φ

25.4φ

28.6φ

15.9φ 28.6φ

通し番号 68

平成30年度



図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

GHP04配管配線・系統図(3)

-

GHP標準図-4

（新築・増築・改造）

⑬ ⑭ＧＨＰ－４５０配管・配線系統図（２）

普通教室③ リモコン

普通教室① リモコン

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統室外機渡り配線

１φ－２００Ｖ

アース共

集中管理コントローラー系統

普通教室③

Ｒ

Ｒ

ＧＨＰ

４５０

ＧＨＰ

４５０

Ｒ
５

分岐ジョイントｘ５

Ｒ１

Ｒ１Ｒ１

Ｒ１ Ｒ１ Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ
３

普通教室①

普通教室② 普通教室②

Ｒ

リモコン

Ｒ１Ｒ１

普通教室①

Ｒ
１

Ｒ１Ｒ１

Ｒ
１

普通教室②

Ｒ１Ｒ１

Ｒ
１

ＧＨＰ

Ｒ１

４５０

Ｒ３

Ｒ
５

分岐ジョイントｘ５

普通教室③

リモコン
Ｒ

普通教室①

リモコン
Ｒ

リモコン
Ｒ

室外機渡り配線

集中管理コントローラー系統

ＧＨＰ

室外機渡り配線
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(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

GHP05配管配線・系統図(4)

-

GHP標準図-5

（新築・増築・改造）
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GHP06配管配線・系統図(5)

-

GHP標準図-6

（新築・増築・改造）
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GHP07配管配線・系統図(6)

-

GHP標準図-7

（新築・増築・改造）

25 ＧＨＰ－５６０配管・配線系統図（７） 26 ＧＨＰ－５６０配管・配線系統図（８）
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ＧＨＰ－２８０

ＧＨＰ－５６０

ＧＨＰ－４５０

ＧＨＰ－３５５

ＧＨＰ－１４０

ＧＨＰ－１８０

ＧＨＰ－７１０

ＧＨＰ－８５０
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屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

２，５００

２，５００

２，１００

２，１００

２，１００

２，１００
１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

ＤＷ
機器記号 設置場所

基礎寸法（ｍｍ）

ステンレス　\U+03C6９０穴

ガスケットパッキン

止めナット

ＳＧＰ８０Ａ　ＪＩＳ Ｂ ０２０２ Ｇ３

ロックウールまたはモルタル充填後保温外装

（S＝60）

120

70

※ステンレスパネル取付後ねじ部、ナット外面さび止め塗装１回）

厚み：１.５ｔ

区画貫通処理

冷媒管（液）

図面番号

設
計

事
務

所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

GHP08

通し番号

100

1
00

GHP排気ガスドレンホ-ス

上部開放

13 /9φ φ
30V

30V

(室外機付属)

30V

30V

D

R

R

D

R

R

D

D

D

D

D

HD

34
5 50

0

60
49

5

55
5

60
49

5

55
5

FL
+3

05
0

（ＧＬ＋2,500程度））

ダブルナット

ドレン管

冷媒管

FL

30V

冷媒管

GL

1FL

Ａ部参照

2.5 3.2

冷媒管

冷媒管

30V

30V

30V

室外機

280

GHP GHP

355

GHP

450

GHP

560

室外機用基礎(別途建築工事) 室外機用基礎(別途建築工事)

上部開放

防振架台

室外機用基礎(別途建築工事)

冷媒管

140 180

GHPGHP

140 180

排気ガスドレンホ-ス

上部開放

(別途建築工事)

H-200×200×8×12

防振架台排気ガスドレンホ-ス

30V

冷媒管冷媒管

配管支持台 配管支持台

［塗装不要］30V30V ［塗装不要］

配管支持台

吊ボルト M10（×4)

吊ボルト M10（×4）

サヤ管（32G）塗装

防虫網 32A（SUS製）

１階室内機より下部に取付け

30V

GHPGHP

2.5 3.2

GHPGHP

窓パネル

窓パネル

最寄り排水会所へ

防臭逆止弁 30A

冷媒管保温要領図1 室内機廻り断面要領図（1階,中間階取付の場合）1：X 2 1：30 室内機廻り断面要領図（最上階取付の場合）3 1：30 4 防臭逆止弁取付要領図

5

1：30

屋上　室外機廻り断面要領図8

屋上　室外機廻り平面要領図6 1：50 屋上　室外機廻り平面要領図 （3台以上設置の場合）7 1：50

1：X

（1台・2台設置の場合） （3台以上設置の場合）

1：30 排気ガスドレン管要領図9 1：X 貫通部詳細図（延焼線にかかる場合）10

各部詳細図

1：30 , 1：50

GHP標準図-8

（新築・増築）

Ａ部詳細図

接着剤にて固定

冷媒配管
Ｕボルト

支持架台

※
挟み込みにて締付

鋼材上下ナット

D

R

HD

ドレン管

冷媒管

30V

ダブルナット

F
L+
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50

△天井
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0
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0

36
0
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00

1,
30

0

1,900

1,
30

0

500500

140

GHP

180

GHP

室外機用基礎（別途建築工事施工）形状及び位置は、配置図又は平面図による。注  記 ： 1.

冷媒管

ル-フドレン直上に放流

冷媒管

GHP

280 355

GHP

450

GHP

560

GHP

冷媒管

室外機用基礎（別途建築工事施工）は3台以上用とし、

形状及び位置は、配置図又は平面図による。

注  記 ： 1.

ル-フドレン直上に放流

GHP GHP GHP

180

GHP GHP

140

GHP

140

180 180

140

30V

［塗装不要］

冷媒管
排気ガスドレンホ－ス

30V［塗装不要］

(別途建築工事)

H-200x200x8x12

30V［塗装不要］

［塗装不要］
30V

ル-フドレン直上に放流

D

排気ガスドレンホース

排気ガスドレン管

防振架台

（電源：赤・黒、アース：緑）

冷媒管（ガス）

電源線＋アース線（ＥＭ－ＣＥ　３．５□－３Ｃ）

樹脂製化粧ケース

（屋外露出） 樹脂製化粧ケース

（屋内隠蔽）　要所テ－プ止め

（屋内露出）

屋内機～屋外機　渡り制御線

（ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ）

リモコン渡り線

（ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ）

注　記

エルボ部分と直管部分の継目にはシーリングを行うこと。

R R R R R

D

R

R

R R

R

DD

D

D

R

D

１，９００ １，３００

１，９００ １，３００

GHP GHP

コンクリート基礎

Ｗ

Ｄ

水抜き溝 ３０Ｗ×１５Ｈ

2,100

室外機用基礎寸法（別途建築工事）

室外機用基礎リスト

平成　　年度

平成29年11月

ドレン管３０Ｖ

室内機へ

シーリングプレート

周囲コーキング

カラーＶＰ ＨＶ

１Ｆ最寄排水会所等へ 屋内→←屋外

延焼の恐れのある部分

周囲コーキング

当て板及び周囲コーキング

Ａ
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工事名称
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標準図番号
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標準図番号

平成26年3月

GHP10各室平面図（2）

1：100

GHP標準図-10

（新築・増築）

A

78
00

4100 4100

24
50

B

C

4100

16400

4100

廊 下

普通教室　平面図

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

教 室

30 V R1

R1 R1

GHP

3.2

30 VD

V30

リモコンスイッチ

R

R1

V30

R1

30 V R1

GHP

2.5

リモコンスイッチ

R

V30

2.5

GHP

R

R

リモコンスイッチ
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2.5

リモコンスイッチ
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V30
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30 V R1

リモコンスイッチ
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R

30 V
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30 V
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V
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30 V

R1

D

V30

2.5

GHP

x3

R

30 V

V30
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2.5

R

リモコンスイッチリモコンスイッチ
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R3

V
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30 V

D

V30

3.2

GHP

x3

x2

x2

30 V

R1 R1

30 V

30

R1

V

GHP

2.5 x2

本図冷媒・ドレン管は全て露出配管を示す。

リモコン取付け高さは

本図はガスヒ-トポンプエアコンを設置する場合の室内機及び、リモコンの標準設置

リモコンを設置すべきパイプシャフトが本図の位置に無い場合は、当該位置の壁に

リモコンを設置する。

位置を示す。

4.

3.

2.

特 記 事 項

1.

FL+1400 とする。H

通し番号

1：100特別支援教室１　平面図

特別支援教室１

廊 下

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

V30

R1

30 V R1

GHP

2.5

リモコンスイッチ

R
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30 V

x2
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D D
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R1
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1：100特別支援教室２　平面図17

特別支援教室2

特別支援教室３

廊 下 廊 下

1：100特別支援教室３　平面図18

4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100 4100

78
00

A

C

B

24
50

8200

4100

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

平成26年3月

GHP11各室平面図（3）

1：100

GHP標準図-11

（新築・増築）

V30

R1

30 V R1

GHP

2.5

リモコンスイッチ

R

R1
R1

30 V

30 V

V30

R1

GHP

3.2

R

リモコンスイッチ

x2

本図冷媒・ドレン管は全て露出配管を示す。

リモコン取付け高さは

本図はガスヒ-トポンプエアコンを設置する場合の室内機及び、リモコンの標準設置

リモコンを設置すべきパイプシャフトが本図の位置に無い場合は、当該位置の壁に

リモコンを設置する。

位置を示す。

4.

3.

2.

特 記 事 項

1.

FL+1400 とする。H

1：100配膳室　平面図19

廊 下

4100
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00
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配膳室

DR1

3.2

GHP

V30

R

リモコンスイッチ

通し番号

D
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HV HV
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カーテン

建具改造

１・

２・

３・

Ａ部参照

周囲コ－キング

アルミ製ウェザ－カバ-

換気扇

3. 換気扇パネル正面下部に「屋内設置型換気扇」と記したシールを貼り付ける事。

)

パ
ネ
ル
開
口
寸
法

)

（注 記）

2・

1・ ウェザ－カバ－の上部及び両側面に漏水なきようコ－キングのこと。

換気扇・取付け枠とウェザ－カバ－は、付属の組立説明書を確認し組立を行い

室内側から取付・取り外し可能なように取り付けること。

上部開放

１
０

０

１００

ゴムシート敷き

凝縮水用ドレンホース 室外機

ボルト,ナット (SUS 304)5φ

換気扇取付枠

換気扇取付パネル

周囲コ－キング

取付金具（上・下）

FD付ステンレス製ウェザ－カバ-

換気扇付属品

ボルト,ナット 5φ (SUS 304)

(x4ヶ所)にて取付け

換気扇

3 t

<Ａ部詳細図>

Ａ部詳細図参照

（注 記） ウェザ－カバ－の上部及び両側面に漏水なきようコ－キングのこと。

換気扇はウェザ－カバ－を取外すことなく、取外し出来るように取付けること。

※印寸法は、現地確認のうえ決定すること。

＜Ａ部詳細図＞

（ＳＵＳ　３０４）φ５ボルト,ナット

換気扇取付パネル

パ
ネ

ル
開

口
寸

法

ｔ３

ボルト,ナット φ５ （ＳＵＳ３０４）

（ｘ４ヶ所）にて取付け

ドレン管［塗装不要］

Ｒ

Ｒ

Ｄ

防振架台

排気ガスドレンホ－ス

排気ガスドレン管

最寄ルーフドレン真上に放流

排気ガスドレン管

排気ガスドレンホース

防振架台

Ｄ

Ａ部詳細図参照

Ｄ

Ｒ

Ｄ

１Ｆ最寄り排水会所等へ

Ｒ

最上階取付けの場合

以降室内機廻り断面要領図参照

Ｒ Ｒ

ル－フドレン直上に放流

室外機

Ｄ

Ｄ

コンクリート基礎　ゴムシ－ト敷き

吊ボルトＭ10×４

取付ねじ（機器付属品）

換気扇

換気扇取付パネル

(ステンレス製

アルミ製ウェザ－カバ-

換気扇

換気扇取付パネル

(アルミ製

Ｒ

Ｄ

室外機

コンクリート基礎

ゴムシート敷き

防振架台

排気ガスドレン管

［塗装不要］

排気ガスドレンホース

（機器付属）

排気ガスドレンホース

３０Ｖ［塗装不要］

ル－フドレン直上に放流

冷媒配管

支持架台

接着剤にて固定
挟み込みにて締付

※

Ａ部詳細図

鋼材上下ナット

Ｕボルト

Ａ部詳細図参照

※パラペット上面にはアンカー打ちを行わないこと。
※ 710・850のみＢ通 柱真上に設置

Ｄ

Ｄ

Ｄ

５
０
０

以降室内機廻り断面要領図参照

カーテン

メンテスペースを確保

メーカー指定の

ＣＯ

防臭逆止弁３０Ａ

排気ガスドレンホ－ス

メンテスペースを確保

メーカー指定の

排気ガスドレン管
［詳細図参照］

最寄排水会所へ
Ｄ

防虫網（ＳＵＳ製）３２Ａ

１階室内機より下部に取り付け

（ＧＬ＋2500程度）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｒ
Ｄ

Ｄ Ｄ

建具改造

排気ガスドレンホ－ス

排気ガスドレン管

最寄排水会所へ

ＣＯ

防臭逆止弁３０Ａ

防虫網（ＳＵＳ製）３２Ａ

１階室内機より下部に取り付け

（ＧＬ＋2500程度）

カーテン

メンテスペース
７６０以上

メンテスペース
２００以上

FL
+3
,0
50

吊ボルト M10 ×４

振止め用サヤ管（32G）
（塗装）

Ｄ

Ｄ

カーテン

１階室内機より下部に取り付け

（ＧＬ＋2500程度）

防虫網［ＳＵＳ製］３２Ａ

１Ｆ最寄り排水会所等へ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

FL
+3

,0
50

建具改造

吊ボルト M10 ×４

振止め用サヤ管（32G）
（塗装）

Ｒ

Ｄ

吊ボルトＭ10×４

Ｄ

▽ＲＦＬ▽ＲＦＬ

▽ＲＦＬ

廊　下 普通教室

△天井

▽ＧＬ

▽1FL

▽２ＦＬ

▽ＧＬ

▽1FL

▽２ＦＬ ▽ＦＬ

▽ＦＬ

△天井

教　室

教室（天井なし）

教室（天井あり）

教　室

△天井△天井△天井

▽ＲＦＬ▽ＲＦＬ

ＡＡ Ａ

Ａ

ＡＣ Ｂ

５3.22.5
GHP GHP GHP

GHP
710

GHP
850

GHP
280

GHP

560
GHPGHP

355

450

180
GHP

GHP
140

GHP

GHP

GHP

GHP
560

GHP

GHP
280 710

850355

450

５3.22.5
GHP GHP GHP

GHP

GHP

140

180

５3.22.5
GHP GHP GHP

GHP
2.5 ５3.2

GHP GHP

１：１０（防火ダンパ付ウェザ―カバーの場合）屋内設置形換気扇取付詳細図

屋上設置室外機廻り断面要領図　（ＧＨＰ－２８０、ＧＨＰ－３５５、ＧＨＰ－４５０、ＧＨＰ－５６０、ＧＨＰ－７１０、ＧＨＰ－８５０） １：３０

１：３０１：３０換気扇取付詳細図 （パネルに取付けの場合） １：１０

屋上設置室外機廻り（ＧＨＰ－１４０、ＧＨＰ－１８０）

及び最上階室内機廻り断面要領図
１：３０

１階及び中間階室内機廻り断面要領図室外機地上設置断面要領図（ＧＨＰ－２８０　～　８５０）室外機地上設置断面要領図（ＧＨＰ－１４０、ＧＨＰ－１８０）

及び室内機廻り断面要領図
１：３０

図面番号

設
計
事
務
所

大阪市都市整備局

公共建築部企画設計課（設備グループ）

図面サイズ：A1図面名称

縮　　尺

工事名称

(           枚の内)No.

標準図番号

GHP12各部詳細図(1)

1：30

GHP標準図-12

（改造）

通し番号

平成　　年度

平成29年11月
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スラット切断

ドレン管用貫通穴

冷媒管用貫通穴

既設ブラインド既設換気扇

冷媒管用貫通穴

ドレン管用貫通穴

正 面 図

側 面 図

← 下り勾配

ドレン管３０Ｖ

← 下り勾配 室内機へ

周囲コーキング

屋内→←屋外

シーリングプレート

周囲コーキング

カラーＶＰ

室内機へ

当て板及び周囲コーキング

カラーＶＰ

室内機へ

カラーＶＰ

シーリングプレート

周囲コーキング

１Ｆ最寄排水会所等へ

ドレン管３０Ｖ

周囲コーキング

カラーＶＰ屋内露出部保温

樹脂製外装カバー共

ＨＶ ＨＶ

ＨＶ

▽ＲＦＬ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ Ｗ Ｗ

Ｈ Ｈ

Ｗ

ＨＨ

Ｗ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ

Ｗ

Ｈ
60
0

－

柱

当て板及び周囲コーキング

屋外露出外装

屋内露出外装

－

メッシュメタル ＝ 100×50×4

▽ＲＦＬ

施錠装置φ１６
南京錠取付

φ５０，８×１

胴縁ｔ＝２．３

φ５０，８×１

２－縦枠ｔ＝１．６

胴縁ｔ＝２．３

蝶番

１
，

８
０

０

１,０００

－

アルミパネル貫通部要領図 － フェンス要領図（１）

（樹脂製化粧ケース）

（樹脂製化粧ケース）

（樹脂製化粧ケース）

周囲コーキング

（液管＋ガス管）

屋外露出外装

注　記

エルボ部分と直管部分の継目にはシーリングを行うこと。

周囲コーキング

（液管＋ガス管）

冷媒管

穴あけ１０φ （水抜き）

周囲コーキング

ドレン管３０Ｖ

※アクリルは３ｍｍ、パネルはアルミパネル３ｍｍを標準とするが、網入りガラス部分に取り付けるパネルはステンレスパネル１．５ｔとする。

標準参考寸法

Ｗ：８００

Ｈ：４５０

パネル

換気扇取付用開口 換気扇取付用開口

冷媒管用貫通穴

ドレン管用貫通穴

標準参考寸法

Ｗ：８００

Ｈ：６００

標準参考寸法

Ｗ：　８００

Ｈ：１２００

標準参考寸法

Ｗ：４００

Ｈ：８００

パネル

アクリル

パネル

パネル

アクリル

パネル

アクリル

桟

アクリル

アクリル アクリル

桟

アクリル

換気扇取付用開口 パネル 換気扇取付用開口 パネル アクリル

桟

アクリル

桟

ドレン管用貫通穴

冷媒管用貫通穴

桟

アクリル

パネル
アクリル

桟

冷媒管用貫通穴

ドレン管用貫通穴

アクリル

換気扇撤去後アクリル取付

ガラリ

換気扇撤去後ガラリ取付

※ガラリは固定アルミガラリ、開口率４０％とする。

既設アルミパネル

注①

既設アルミパネル貫通 既設ブラインド切断貫通

注②

冷媒管保温要領図 －

貫通部詳細図（延焼線にかかる場合）

フェンス要領図（２） －注記）ＪＦＥ建材フェンス(株）ＮＭ型相当品以上とすること。

胴縁　 38X35X1.6

メッシュメタル

（樹脂被覆）
100X50X4.0

（樹脂被覆）

メッシュ仕様は各メーカー仕様による

冷媒管
建具改造アルミパネル

室外機へ

室内機へ

周囲コーキング

室内機へ

１Ｆ最寄排水会所等へ 屋内→←屋外

延焼の恐れのある部分

←屋外 屋内→

室外機へ シーリングプレート
周囲コーキング 45

0

□250

□450

2000

1000 1000

17
50

1
80

0

21
00

50 30
0

4
50

□250

□450

□250

□450

屋上設置

地上設置

片開き門扉

フェンス基礎図
フェンス基礎図（屋上）

□３５０

４
０

０

1,
80

0

胴縁  　38×35×1.6 （各メーカー仕様による）

柱 （各メーカー仕様による）

当て板及び周囲コーキング

周囲コーキング

（樹脂製化粧ケース）

屋内露出外装

当て板及び周囲コーキング

当て板及び周囲コーキング

建具改造アルミパネル

※パネル寸法及び貫通穴の位置は、カーテン及びブラインド等を考慮して決めること。

※ 注 ① 寸法は、保温厚を考慮した最小寸法とする。

※ 注 ② 寸法は、ブラインドの機能を損なわないように決めること。（１００ｍｍ程度）

桟

パネル

パネルパネル

パネル パネル４
５
０

４
５
０

４
５
０

２００ ２００

２００ ２００

２００２００

コンクリート基礎図（屋上設置・地上設置） 建具改造要領図

※上記表のアクリル部は、延焼線にかかる場合は網入りガラスとする。

Ｗ

Ｄ

コンクリート基礎

地上設置（コンクリート土間の場合）

▽ＧＬ

特記事項

コンクリート基礎リスト

・コンクリートは現場（設置場所）打ちすること。

・室外機設置後に防振架台と基礎に隙間がある場合は

　モルタル詰めすること。

基礎寸法（ｍｍ）
設置場所機器記号

Ｗ Ｄ

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

１，３００

２，１００

２，１００

２，１００

２，１００

２，５００

２，５００

ＧＨＰ－１４０

ＧＨＰ－１８０
ＧＨＰ－２８０

ＧＨＰ－３５５
ＧＨＰ－４５０

ＧＨＰ－５６０

ＧＨＰ－７１０
ＧＨＰ－８５０

ＧＨＰ－１４０

ＧＨＰ－１８０
ＧＨＰ－２８０

ＧＨＰ－３５５
ＧＨＰ－４５０

ＧＨＰ－５６０
ＧＨＰ－７１０

ＧＨＰ－８５０

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

屋上

地上

地上

地上

地上

地上

地上

地上

地上

－

樹脂製化粧ケース（屋内露出）

屋内機～屋外機　渡り制御線

リモコン渡り線

冷媒管（ガス）
冷媒管（液）

（屋外露出） 樹脂製化粧ケース

（屋内隠蔽）　要所テ－プ止め

コンクリート基礎

（φ6×100×100）

溶接金網

２
０

０

地上設置（土の場合）

▽ＧＬ１
５０

切込砂利

コンクリート基礎

（φ6×100×100）

溶接金網

２
００

▽ＲＦＬ

屋上設置

将来防水シート巻上げシロ

ゴムシート敷き

コンクリート基礎

溶接金網

１
０

０

３０

１
５

０

水抜き溝 ３０×１５Ｈ

・基礎設置位置は室外機のメンテスペースを確保できる

　位置とする。

１
００

１，５００

１，５００
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１：３０室内機設置要領図

※　室内機の据付けについては、メーカの据付説明書を遵守すること。

ダブルナット

吊り金物取付け部詳細

室内機

△天井

天井にべた付けの場合
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梁またぎの場合

天井なしの場合
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吊ボルト M10 ×４

吊ボルト M10 ×４

詳細図参照
吊り金物取付け部

シーリングプレート
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区画貫通処理

ロックウールまたはモルタル充填後保温外装
70

（S＝60）

120

※ステンレスパネル取付後ねじ部、ナット外面さび止め塗装１回）

振れ止め用サヤ管 32G（塗装）

振れ止め用サヤ管 32G（塗装）

室内機

室内機

△天井
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電源線＋アース線（電源：赤・黒、アース：緑）
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遮音フェンス要領図 １：３０ 室外機用消音器設置要領図 １：３０ －

胴縁  　38×35×1.6 （各メーカー仕様による）

柱 （各メーカー仕様による）

消音器

d=
80
0

d=
80
0

室外機遮音パネルｔ＝3ｍｍ

（各メーカー仕様による）

消音器平面図

中間押え

□-40ｘ16ｘ1.2

仕　様

種　目 室外機用消音器

材　質 アルミニウム合金展伸材 非熱処理合金又は、高耐食性メッキ鋼板

吸音材 撥水性グラスウール

減音性能 １０ｄＢ

詳細仕様は各メーカー仕様による。

【特記事項】 【特記事項】

１．室外機の遮音フェンス仕様については、遮音フェンス・支柱・遮音性能付扉（鍵１ヶ所、片開き Ｗ＝１,０００×１,８００Ｈ）は、
１．室外機の消音器仕様については、日本板硝子環境アメニティ㈱・日本ノイズコントロール㈱・㈱ササクラの同相当品以上とする。

　　日本板硝子環境アメニティ㈱、㈱ササクラの同相当品以上とする。

寸法は参考値とする。 寸法は参考値とする。

くさび緊結式足場設置要領図（参考） －

労働安全衛生法に準拠し、くさび緊結式足場の設置を行う事。

また、各部位の詳細基準に関しては労働安全衛生規則を基に設置する事。

架設通路

隙間なき様に設置

筋交い

校舎
幅木

高さ１５０ｍｍ以上

架設通路

隙間なき様に設置

階段

１．くさび緊結式足場の起用度は壁つなぎの設置間隔により決まるので、

　　足場外側に養生シート等を張った時の風荷重の影響、

　　防護棚による偏心荷重、開口部分の条件を考慮し設置する事。

２．くさび緊結式足場の壁つなぎのピッチは各階１か所程度とする。

壁つなぎ詳細
くさび緊結式足場立面図 くさび緊結式足場立面図
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教室相当室平面図

リモコンスイッチ

R
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準備室

R

(x2)リモコンスイッチ

天井点検口(別途建築工事)
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教室相当室平面図
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パソコン教室（中学校） F
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天井点検口(別途建築工事)
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2 0.5x2 教室相当室平面図

F

F

リモコンスイッチリモコンスイッチ

R

1：100

F

F

3

R

教室相当室平面図1.0

電気配線については、特記事項参照の事。

リモコン取付け高さは

本図は標準図につき、位置等については別図による。

図中で室名記入部分が、今回対象室を示す。
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